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十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）カ
ー
ル
・
ギ
ュ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
沢
田
裕
治
（
訳
）
訳
者
は
し
が
き
こ
の
邦
訳
の
原
典
は
、「D
r.C
arlG
üterbock,Studien
u
nd
Skizzen
zu
m
Englischen
Strafprozess
des
dreizehnten
Jahrhunderts,Berlin,
1914
」
で
あ
る
。
著
者
の
ギ
ュ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
は
一
八
三
〇
年
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
に
生
ま
れ
一
九
一
四
年
に
八
十
四
歳
で
同
地
に
没
し
た
。
彼
は
、
三
十
二
歳
の
若
さ
で
一
八
六
二
年
に
『
ヘ
ン
リ
・
ド
・
ブ
ラ
ク
ト
ン
と
そ
の
ロ
ー
マ
法
に
対
す
る
関
係H
enricusde
Bracton
u
nd
sein
Verhältnis
zum
röm
ischen
Recht
』
を
公
刊
し
、
と
り
わ
け
そ
の
英
訳
版
で
少
な
く
と
も
一
時
は
世
界
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
彼
の
業
績
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
Ｈ
・
Ｇ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
長
い
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
彼
の
関
心
は
広
範
に
及
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ま
た
彼
は
決
し
て
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
テ
ク
ス
ト
の
批
判
的
研
究
を
拡
大
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ギ
ュ
ー
タ
ボ
ッ
ク
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
忘
れ
た
の
で
は
な
く
、
長
生
き
し
て
一
九
一
四
年
に
楽
し
い
小
著
Studien
u
nd
Skizzen
zu
m
Englischen
Strafprozess
des
dreizehnten
Jahrhunderts
を
出
版
し
た
」（H
.G
.Richardson,Bracton:
The
P
roblem
ofhis
Text,Selden
Society,Supplem
entary
S
eries,
v
ol.2
,1965
,p
.14
）。
本
書
は
、
長
い
生
涯
の
終
わ
り
に
、
そ
の
最
初
の
研
究
課
題
に
立
ち
戻
っ
て
、
研
究
成
果
を
結
晶
さ
せ
た
著
者
の
最
晩
年
の
著
作
で
あ
る
。
原
著
で
わ
ず
か
八
八
頁
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
書
物
な
が
ら
、
三
つ
の
異
な
る
法
史
料
（
法
書
、
巡
察
裁
判
記
録
集
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
）
を
駆
使
し
て
、
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
刑
事
訴
訟
手
続
の
実
態
を
見
事
に
描
き
出
し
た
著
者
の
珠
玉
の
作
品
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
遺
憾
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
、
こ
の
重
要
な
書
物
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
訳
者
は
数
年
来
ブ
ラ
ク
ト
ン
研
究
に
従
事
す
る
過
程
で
こ
の
著
作
に
出
会
い
、
そ
の
確
か
な
史
料
批
判
に
基
づ
く
鋭
い
洞
察
に
感
銘
を
受
け
、
紹
介
の
必
要
性
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。
本
書
の
出
版
年
代
は
一
九
一
四
年
と
古
く
、
小
著
で
は
あ
る
が
、
内
容
の
凝
縮
さ
れ
た
レ
ヴ
ェ
ル
の
高
い
研
究
書
で
も
あ
り
、
今
な
お
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
有
益
な
著
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
の
本
質
的
で
確
か
な
刑
事
法
手
続
の
素
描
と
興
味
深
い
史
実
の
数
々
は
、
我
が
国
の
専
門
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
一
般
読
者
の
関
心
を
ひ
く
に
十
分
な
二
三
魅
力
を
備
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
邦
訳
「
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）」
で
は
、
原
著
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
を
訳
出
し
掲
載
す
る
。
凡
　
例
１
、
ギ
ュ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
は
、
十
三
世
紀
の
裁
判
官
の
ブ
ラ
ク
ト
ン
が
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
慣
習
』
を
書
い
た
著
者
で
あ
る
と
の
不
正
確
な
前
提
に
立
ち
、
著
者
と
書
物
を
同
一
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
邦
訳
で
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
を
書
物
と
し
て
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
と
訳
出
す
る
が
、
注
な
ど
で
は
そ
の
ま
まBracton
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
２
、
原
著
の
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
の
箇
所
は
、
著
者
名
と
書
名
と
も
に
普
通
の
活
字
体
に
戻
し
、
書
名
は
『
』
で
括
っ
た
。
そ
の
他
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
活
字
を
用
い
た
。
３
、
注
は
原
著
で
は
、
脚
注
の
形
を
と
り
、
頁
ご
と
に
番
号
が
打
っ
て
あ
る
が
、
訳
書
で
は
段
落
ご
と
に
番
号
を
打
ち
、
段
落
の
終
わ
り
に
置
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
注
の
番
号
は
原
著
と
訳
書
と
で
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
訳
書
欄
外
の
原
著
の
頁
数
も
同
様
で
あ
る
。
４
、
訳
注
は
【
】
で
示
し
段
落
の
終
わ
り
に
置
い
た
。
た
だ
し
、
簡
単
な
場
合
は
〔
〕
を
使
っ
て
本
文
と
原
注
の
中
に
挿
入
し
た
。
５
、
原
著
は
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
を
ト
ゥ
イ
ス
版
で
指
示
す
る
が
、
訳
書
で
は
そ
の
後
に
〔
〕
を
補
い
、
ソ
ー
ン
編
集
版
の
巻
数
、
頁
数
を
示
し
た
。
例
え
ば
、Bracton,de
action.
c.6
〔=
ii,
298
-300
〕
の
場
合
、
ト
ゥ
イ
ス
版
で
は
第
三
巻
、
訴
訟
、
第
六
章
で
、
ソ
ー
ン
編
集
版
で
は
第
二
巻
二
九
八
―
三
〇
〇
頁
に
該
当
す
る
こ
と
を
示
す
。
同
様
に
、L
6
-8
及
び
11
.16
D
.de
poen.48
.19
〔=
D
.48
.19
.6
-8
,11
,16
〕
も
〔
〕
内
に
『
学
説
彙
纂
』
の
現
在
の
引
用
法
に
よ
る
参
照
箇
所
を
示
し
た
。
６
、
ト
ゥ
イ
ス
版
の
引
用
と
ソ
ー
ン
編
集
版
の
引
用
と
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
ソ
ー
ン
編
集
版
の
原
文
に
従
っ
た
。
７
、
原
著
に
は
か
な
り
の
数
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
や
古
い
引
用
法
に
つ
い
て
は
、
例
え
ばFleta
I
37
,
4
〔
Fleta,I,
c.35
〕
と
し
て
、
訂
正
し
た
り
現
在
の
引
用
法
に
よ
る
参
照
箇
所
を
示
し
た
り
し
た
。
二
四
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
目
　
次
第
一
章
　
国
王
訴
訟
。
刑
事
司
法
機
関
第
二
章
　
裁
判
官
の
巡
察
第
三
章
　
告
発
事
件
に
お
け
る
訴
訟
手
続
。
隣
人
の
陪
審Jurata
patriae
（
以
上
本
号
）
第
四
章
　
一
つ
の
実
際
の
法
律
事
件
第
五
章
　
陪
審
と
有
罪
認
定
の
問
題
第
六
章
　
私
訴
追
訴
訟
手
続
。
決
闘
第
七
章
　
共
犯
者
告
発
人Probator
（A
pprover
）
第
八
章
　
不
服
従
。
苛
酷
な
苦
痛Peine
forte
etdure
第
九
章
　
現
行
犯
の
訴
訟
手
続
第
一
〇
章
　
聖
職
者
の
特
権
〔
序
　
文
〕
十
三
世
紀
と
十
四
世
紀
の
初
め
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
歴
史
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
国
王
ヘ
ン
リ
三
世
と
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
治
世
で
あ
る
こ
の
時
期
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
重
要
な
諸
原
則
が
し
っ
か
り
と
据
え
ら
れ
、
立
法
も
ま
た
既
に
そ
の
補
充
的
な
活
動
を
展
開
し
始
め
た
。
そ
し
て
多
数
の
判
決
は
、
裁
判
官
の
実
務
の
実
り
多
い
多
面
的
な
活
動
に
関
し
て
証
言
し
て
い
る
。
当
時
の
法
の
状
態
を
忠
実
に
反
映
し
、
価
値
多
き
史
料
と
し
て
そ
の
認
識
に
役
立
つ
法
記
録
も
ま
た
こ
の
時
期
に
属
す
る
。
刑
事
訴
訟
に
関
し
て
は
、
そ
の
時
代
に
、
陪
審
裁
判
と
呼
ば
れ
る
の
を
常
と
す
る
有
責
性
の
決
定
に
際
し
て
共
同
体
的
・
隣
人
的
団
体
が
協
力
す
る
と
い
う
、
あ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
固
有
な
形
態
の
形
成
と
固
定
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
当
時
、
そ
の
影
響
が
数
世
紀
保
持
さ
れ
、
そ
の
痕
跡
を
我
々
が
ま
だ
今
日
ま
で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
特
徴
的
な
刻
印
を
そ
の
刑
事
訴
訟
手
続
に
与
え
た
諸
形
式
が
形
成
さ
れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
手
続
の
完
全
な
叙
述
を
こ
こ
で
与
え
る
こ
と
は
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。
単
に
そ
の
個
々
の
特
別
に
興
味
の
あ
る
側
面
が
素
描
さ
れ
、
そ
の
解
決
が
こ
れ
ま
で
完
全
に
成
功
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
幾
つ
か
の
問
題
が
よ
り
詳
細
に
研
究
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
研
究
及
び
素
描
の
史
料
を
、
と
り
わ
け
、
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
法
書
が
提
供
し
て
来
た
。
ま
ず
第
一
に
、
一
二
五
九
年
頃
に
完
成
し
た
浩
瀚
な
ヘ
ン
リ
・
ド
・
ブ
ラ
ク
ト
ン
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
慣
習
Tractatus
de
legibus
et
co
n
su
etudinibus
Angliae
』（
サ
ー
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
・
ト
ゥ
イ
ス
版
、
一
八
七
九
年
）
【
１
】
、
次
に
一
二
九
〇
年
頃
に
成
立
し
た
『
フ
リ
ー
タ
Fleta
』
と
し
て
知
ら
れ
る
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
注
釈C
om
m
entarius
iuris
Anglicani
』（
ロ
ン
ド
ン
、
一
六
八
九
年
〔Fleta,
v
ol.II,III,IV
,
edited
by
H
.G
.
Richardson
and
G
.O
.Sayles,S
elden
Society,
v
ols.,72
,89
,99
,London,1953
,
二
五
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（3）（5）
（6）
1972
,
1983
.
以
上
の
三
つ
の
巻
で
『
フ
リ
ー
タ
』
の
テ
ク
ス
ト
及
び
英
訳
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
序
説
、
注
釈
及
び
索
引
を
取
り
扱
う
予
定
の
第
一
巻
は
未
刊
行
で
あ
る
〕）、
及
び
同
じ
時
代
に
属
す
る
『
ブ
リ
ト
ンBritton
』
の
名
前
で
通
っ
て
い
る
法
書
（
ニ
コ
ル
ズ
版
、
一
八
六
八
年
〔Britton,edited
by
FrancisM
o
rg
an
N
ichols,1865
,
repr.1983
〕）
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
『
裁
判
官
の
鑑The
M
irro
r
ofJustices
』〔The
M
irror
ofJustices,
edited
by
W
illiam
Joseph
W
hittaker,
w
ith
A
n
Introduction
by
Frederic
W
illiam
M
aitland,Selden
Society,
v
ol.
7
,
London,1893
〕
は
、
そ
の
信
頼
性
が
欠
け
る
た
め
に
考
察
か
ら
外
さ
れ
た
。
【
訳
注
１
】
現
時
点
で
は
、
ウ
ッ
ド
バ
イ
ン
版
を
基
礎
と
す
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｅ
・
ソ
ー
ン
編
集
版
、Bracton,D
e
Legibus
etConsuetudinibus
Angliae,
ed.&
tran
s.S
.E
.
Thorne
（4
v
ols,Cam
bridge,M
ass.,
1968
-77
）
が
研
究
の
出
発
点
を
な
す
。「
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｅ
・
ソ
ー
ン
の
研
究
に
よ
り
、『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
と
通
称
さ
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
書D
e
Legibus
etConsuetudinibus
Angliae
は
、
一
人
の
著
者
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
改
訂
者
の
手
が
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
ク
ス
ト
も
少
な
く
と
も
二
名
の
著
者
（
ま
た
は
一
人
の
著
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
リ
ィ
と
一
人
の
改
訂
者
の
ヘ
ン
リ
・
ド
・
ブ
ラ
ク
ト
ン
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
成
立
時
期
と
し
て
は
、
そ
の
複
数
の
部
分
が
パ
テ
ィ
シ
ャ
ル
と
ロ
ー
リ
ィ
が
裁
判
官
で
あ
っ
た
一
二
二
〇
年
代
後
半
か
一
二
三
〇
年
代
前
半
の
間
に
書
か
れ
、
そ
れ
が
一
二
三
〇
年
代
の
中
頃
の
い
つ
か
に
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
手
中
に
帰
し
た
と
き
に
は
既
に
実
質
的
な
一
つ
の
巻
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
」（
沢
田
裕
治
「『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
國
方
敬
司
編
『
史
料
が
語
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
実
証
研
究
と
史
料
分
析
の
手
続
き
―
（
平
成
十
一
―
十
三
年
度
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
〇
二
年
、
二
七
頁
）。Bracton,
ed.Thorne,iii,pp.
xiii-xiv;
Paul
B
rand,
The
A
ge
of
B
racton,
,in
The
H
istory
of
English
L
a
w
:
Centenary
E
ssays
o
n
,
P
ollock
a
nd
M
aitland
,
（O
xford,1996
）.
言
及
さ
れ
た
法
書
と
並
ん
で
、
幾
つ
か
の
判
例
集
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｆ
・
Ｗ
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
編
『
一
二
二
一
年
の
グ
ロ
ス
タ
州
の
国
王
訴
訟
』
（
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
八
四
年
）〔F.W
.M
aitland
（ed.
）,Pleas
of
the
Crownfor
the
County
ofG
loucester
A.D
.1221
,London,
1884
〕
と
Ａ
・
Ｊ
・
ホ
ー
ウ
ッ
ド
編
『
一
三
〇
二
年
と
一
三
〇
三
年
の
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
の
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
』（
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
六
八
年
）〔A
.J.H
orw
ood
（ed.
）,Year
Books
of
the
Reign
ofK
ing
Edward
the
First
（R
olls
Series,31
a
）,1863
-1874
.
原
文
のA
.G
.
H
eyw
ood
は
誤
記
〕
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
一
章
　
　
国
王
訴
訟
。
刑
事
司
法
機
関
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は
、
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
『
法
学
提
要
』
の
よ
く
知
二
六
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（7）
ら
れ
た
三
分
法
を
そ
の
著
作
の
体
系
の
根
底
に
据
え
た
。
彼
は
第
一
巻
で
は
人
に
つ
い
て
、
第
二
巻
で
は
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
分
類
と
取
得
の
諸
原
因
に
つ
い
て
扱
っ
た
後
に
、
彼
は
第
三
巻
で
訴
権
に
着
手
す
る
。
こ
の
巻
は
二
つ
の
論
文
に
分
か
れ
る
。
最
初
の
訴
権
論de
actionibus
は
、
債
権
債
務
関
係
と
種
々
の
訴
え
を
一
般
的
に
取
り
扱
う
。
そ
の
下
で
刑
事
訴
訟
actiones
crim
inales
も
ま
た
考
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
機
会
に
『
学
説
彙
纂
』
の
箇
所
を
ほ
と
ん
ど
逐
語
的
に
再
現
す
る
形
で
刑
と
処
罰
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
論
評
が
な
さ
れ
る
（
１
）
。
第
二
論
文
は
、
国
王
訴
訟
論deCorona
と
題
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
刑
事
訴
訟
手
続
に
充
て
ら
れ
て
い
る
（
２
）【
１
】
。
（
１
）Bracton,de
action.
c.6
〔=
ii,298
-300
〕
をL
6
-8
及
び11
.16
D
.de
poen.48
.
19
〔=
D
.48
.19
.6
-8
,11
,16
〕
と
比
較
せ
よ
。
（
２
）
そ
の
第
二
論
文
は
、
三
七
の
章K
apitel
に
分
か
れ
、
そ
し
て
後
者
は
節Paragraphen
に
分
か
れ
る
。
以
下
でBracton
が
付
記
な
し
に
引
用
さ
れ
る
場
合
は
常
に
そ
の
国
王
訴
訟
の
論
文
の
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
【
訳
注
１
】『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
沢
田
裕
治
「『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
体
系
の
構
成
・
再
論
」
國
方
敬
司
・
直
江
眞
一
編
『
史
料
が
語
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
五
三
―
七
〇
頁
を
参
照
。
ギ
ュ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
に
お
け
る
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
構
成
（
表
２
）
と
ウ
ッ
ド
バ
イ
ン
に
お
け
る
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
構
成
（
表
３
）
を
比
較
さ
れ
た
い
。
そ
の
注
25
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
表
２
は
一
八
六
六
年
の
著
作
に
依
拠
す
る
が
、
ギ
ュ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
は
本
書
で
は
当
初
の
説
を
改
め
、
よ
り
明
快
な
構
成
理
解
を
示
す
に
至
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
時
点
で
は
、
基
本
的
に
は
ウ
ッ
ド
バ
イ
ン
の
構
成
理
解
と
同
じ
理
解
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
刑
事
訴
追
は
、（
現
行
犯
事
件
は
別
と
し
て
）
被
害
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
訴
え
で
あ
る
私
訴
追A
ppellum
に
よ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
告
発
訴
訟
手
続
に
含
ま
れ
る
正
式
起
訴Indictm
entum
に
基
づ
い
て
か
の
二
通
り
の
方
法
に
よ
っ
て
始
ま
る
【
１
】
。『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は
最
初
の
方
法
を
非
常
に
正
規
の
も
の
と
見
な
す
の
で
、
そ
の
記
述
の
圧
倒
的
な
大
部
分
は
そ
れ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
種
々
の
刑
事
事
件
に
関
し
て
、
彼
は
訴
え
の
必
要
条
件
と
訴
え
の
形
式
、
そ
れ
に
対
し
て
有
効
に
な
さ
れ
る
抗
弁
、
用
い
ら
れ
る
有
罪
認
定
方
法
と
防
御
方
法
、
及
び
有
罪
の
確
定
を
論
議
す
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
訴
訟
手
続
的
な
視
点
の
下
で
の
み
犯
罪
の
構
成
要
件
が
論
評
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
実
体
刑
法
は
ま
だ
法
制
度
の
独
立
し
た
部
門
に
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
は
単
に
断
片
的
に
、
刑
事
訴
訟
手
続
に
依
存
し
従
属
し
て
、
あ
る
程
度
こ
の
付
属
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
刑
事
事
件
の
訴
訟
手
続
は
、
そ
れ
ら
の
事
件
が
よ
り
高
位
の
裁
判
所
で
、
国
王
裁
判
所
で
審
理
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
、
個
々
の
州
の
裁
判
管
轄
権
に
属
し
た
か
に
応
じ
て
多
様
な
形
を
と
っ
た
（
１
）
。
第
一
の
種
類
の
訴
訟
事
件
は
、
国
王
訴
訟Placita
二
七
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（8）
Coronae
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
そ
う
呼
ば
れ
た
理
由
は
、
国
王
も
し
く
は
王
権
に
直
接
関
係
し
た
か
、
あ
る
い
は
一
般
的
な
国
内
平
和
の
、
国
王
の
平
和
の
侵
害
と
し
て
現
わ
れ
た
か
の
い
ず
れ
か
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
属
し
た
の
は
、（
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
が
そ
れ
を
呼
ぶ
よ
う
な
）
大
逆
罪
crim
ina
m
ajora
、
死
刑
そ
の
他
の
重
大
刑
罰
を
も
っ
て
威
嚇
さ
れ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
重
罪feloniae
の
名
称
が
ふ
つ
う
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２
）
が
、
た
と
え
こ
の
言
葉
に
し
っ
か
り
と
限
定
さ
れ
た
概
念
が
ま
だ
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
に
は
や
は
り
次
の
よ
う
な
共
通
性
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
そ
れ
ら
が
ま
っ
た
く
故
意
に
犯
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
が
国
王
裁
判
所
の
排
他
的
な
管
轄
権
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
ら
は
下
さ
れ
た
刑
罰
の
ほ
か
に
、
結
果
と
し
て
没
収
等
の
よ
う
な
財
産
上
の
損
失
を
伴
っ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
１
）G
lanvill,I,
1
は
、
そ
の
著
作
の
緒
言
で
こ
の
区
別
を
予
示
す
る
。
即
ち
「
刑
事
訴
訟
は
、
領
主
た
る
国
王
の
王
権
に
属
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
州
の
シ
ェ
リ
フ
に
属
す
る
も
の
も
あ
るplacitorum
crim
inalium
aliud
p
ertinet
ad
co
ro
n
am
dom
.
regis,
aliud
ad
vicecom
ites
provinciarum
.
」。〔G
.D
.G
.H
all
（ed.
）,Tractatus
de
leg-
ibus
et
co
n
su
etudinibus
reginiAngie
quiG
lanvilla
vo
catur,London,1965
,p
.3
.
松
村
勝
二
郎
訳
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
法
と
慣
習
―
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
―
』
明
石
書
店
、
一
九
九
三
年
、
二
五
頁
。
な
お
、
訳
文
は
松
村
訳
を
参
考
に
沢
田
が
訳
出
し
た
〕。
（
２
）
既
にG
lanvill
の
も
と
で
こ
の
表
現
は
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、X
IV
,
1
.
〔H
all,
ibid
.
,pp.171
-73
〕
【
訳
注
１
】
こ
の
通
説
の
訴
追
形
式
二
分
説
（
私
訴
追
appeal
と
陪
審jury
）
に
対
し
て
、
ミ
ー
キ
ン
グ
ズ
に
よ
っ
て
三
分
説
（
私
訴
追
appeal
、
告
発v
eredicta
及
び
プ
リ
ヴ
ァ
ー
タprivata
）
が
主
張
さ
れ
た
。
例
え
ばC.A
.F.M
eekings
（ed.
）,The
1235
Surrey
Eyre,2
v
ols.,Surrey
R
ec.Soc.,1979
,
v
ol.1
,pp.87
-115
を
参
照
。
こ
の
訴
追
形
式
の
問
題
と
審
理
陪
審
の
発
生
及
び
機
能
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
叶
泰
治
「
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
け
る
初
期
審
理
陪
審
―
サ
リ
巡
察
記
録
集
に
お
け
る
初
期
審
理
陪
審
の
機
能
―
」
山
形
大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
修
士
論
文
、
平
成
十
四
年
が
優
れ
た
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
摘
要
が
『
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
研
究
論
文
集
』
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は
個
々
の
重
罪
事
件
に
つ
い
て
論
じ
る
。
彼
は
、
国
王
に
向
け
ら
れ
た
大
逆
罪
crim
en
laesae
m
ajestatis
（c.3
1
〔=ii,334
-337
〕）
王
璽
や
国
王
証
書
及
び
国
王
の
鋳
貨
の
偽
造
の
よ
う
な
王
権
を
侵
害
す
る
幾
つ
か
の
偽
造
（c.3
2
〔=
ii,337
-338
〕）、
さ
ら
に
埋
蔵
物
の
取
得
そ
の
他
国
王
に
留
保
さ
れ
た
無
主
物res
n
ullius
の
取
得
（c.3
3
―3
5
〔=ii,338
-340
〕）
か
ら
始
め
る
。
二
八
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（9）
そ
れ
か
ら
次
に
、
同
時
に
国
王
の
平
和
の
重
大
な
破
壊
を
含
む
よ
う
な
人
に
向
け
ら
れ
た
犯
罪
行
為
が
論
じ
ら
れ
る
（
１
）
。
そ
の
最
初
に
来
る
の
が
、
あ
る
程
度
こ
の
破
壊
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
そ
の
二
つ
の
形
で
の
殺
人
罪
、
即
ち
偶
発
事
故
に
よ
る
殺
人hom
icidium
per
infortidutum[infortunium]
et
casu
ale
（c.
17
〔=
ii,
340
-342
〕）
に
対
比
し
て
謀
殺
罪hom
icidium
u
nd
m
u
rdrum
で
あ
る
。
そ
の
後
に
す
ぐ
次
の
も
の
が
続
く
。
即
ち
、
傷
害
罪
（
平
和
破
壊
に
よ
る
傷
害
の
私
訴
追
appellum
de
pace
etplagis
）（c.
23
〔=
ii,
406
〕）、
重
傷
害
罪
m
ahem
ium
（c.
24
〔=
ii,408
〕）、
逮
捕
監
禁
罪
（
平
和
破
壊
に
よ
る
逮
捕
監
禁
の
私
訴
追
app.de
pace
etim
prisonm
ento
）（c.
25
〔=
ii,
410
〕）、
強
盗
罪
roberia
（c.
26
〔=
ii,
412
〕）、
放
火
罪
（
犯
意
放
火
の
私
訴
追
app.de
iniqua
co
m
bustione
）（c.27
〔=
ii,
414
〕）、
及
び
強
姦
罪
crim
en
raptus
（c.
28
〔=
ii
,
411
〕）
が
そ
れ
で
あ
る
。
窃
盗
罪furtum
（c.30
-32
〔=ii,420
-429
〕）
が
最
後
を
な
す
が
、
大
部
分
の
窃
盗
罪
は
よ
り
下
位
の
シ
ェ
リ
フ
の
平
和
の
侵
害
と
し
て
よ
り
下
位
の
裁
判
管
轄
権
に
も
属
す
る
の
で
、
そ
れ
は
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
も
と
で
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
た
だ
条
件
付
で
の
み
重
罪
の
中
に
数
え
る
限
り
で
特
殊
な
地
位
を
占
め
る
。
同
時
に
窃
盗
罪
は
、
軽
罪
（
侮
辱
、
軽
い
殴
打
、
違
法
な
差
押
等
々
の
よ
う
な
軽
罪
な
い
し
侵
害
crim
ina
leviora
oder
transgressiones
）
へ
の
移
行
を
形
造
る
。
し
か
し
も
し
刑
法
上
同
じ
く
よ
り
下
位
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
が
受
理
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
大
部
分
は
民
事
訴
訟
手
続
の
方
法
で
訴
追
さ
れ
た
（
２
）
。
（
１
）
し
た
が
っ
て
、
私
訴
追
の
訴
訟
方
式
で
は
常
に
次
の
言
葉
、
即
ち
「
故
意
に
か
つ
重
罪
と
し
て
か
つ
領
主
た
る
国
王
の
平
和
破
壊
と
し
てn
equiter
et
in
felonia
et
cotra
pacem
D
om
.R
egis
」
が
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
２
）Bracton,
c
.37
〔=
ii,439
〕.
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は
彼
の
時
代
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
立
場
を
再
現
す
る
の
で
、
現
行
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
重
罪
の
範
囲
は
彼
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
完
全
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
確
か
に
そ
の
他
の
諸
事
件
に
対
す
る
訴
訟
方
式
を
伝
え
る
の
を
怠
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
沈
黙
は
こ
の
点
で
証
明
力
が
あ
る
。『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
直
接
の
後
継
書
で
あ
る
『
フ
リ
ー
タ
』
と
『
ブ
リ
ト
ン
』
の
下
で
は
、
ま
ず
最
初
に
同
じ
光
景
が
我
々
に
歩
み
寄
っ
て
来
る
。
そ
れ
ら
の
記
述
に
お
い
て
も
ま
た
、
我
々
は
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
下
で
と
同
じ
重
罪
に
、
た
だ
多
少
順
序
を
変
え
た
形
で
出
会
う（１
）
。
両
者
は
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
世
紀
の
最
後
の
十
年
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
に
相
違
な
い
法
の
さ
ら
な
る
形
成
を
示
す
。『
フ
リ
ー
タ
』
と
『
ブ
リ
ト
ン
』
は
、
反
逆
犯traditio
、
反
逆
罪tresoun
の
名
称
の
下
に
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
重
罪
の
一
事
例
を
知
っ
て
い
る
。
彼
は
臣
下
の
そ
の
領
主
に
対
す
る
一
定
の
重
大
な
違
反
を
含
め
る
が
、
そ
れ
を
後
の
法
律
学
は
大
反
逆
罪
に
対
比
し
て
小
反
逆
罪petit
treason
と
呼
ぶ
の
が
常
で
あ
っ
た（２
）。『
ブ
リ
ト
ン
』（
し
か
し
『
フ
リ
ー
タ
』
は
そ
う
で
な
い
）
は
さ
ら
に
夜
盗
二
九
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（10）
（11）
burgeson
（burglary
）、
即
ち
暴
力
的
な
夜
中
の
家
宅
侵
入
を
重
罪
の
中
に
数
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
古
い
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
法
の
建
造
物
侵
入ham
esokne
〔ham
-
soken
〕
に
対
応
し
た
（
３
）
。
（
１
）Fleta,I,21
-23
,31
-41;Britton
,I,6
-12
,16
,23
,24
.
（
２
）Fleta,I,
37
,
4
〔
Fleta,I,
c.
35
〕
Traditores
quidom
inum
dom
inam
ve
interfecerint
v
elqui
cu
m
u
x
o
ribusdom
inorum
su
o
ru
m
v
elfiliabus
v
el
n
utricibus
dom
inorum
co
n
cubuerint
v
el
sigilla
dom
inorum
falsaverint
u
sw
.
〔
自
分
の
領
主
な
い
し
令
夫
人
を
殺
害
し
、
ま
た
は
領
主
の
妻
な
い
し
娘
な
い
し
領
主
の
子
供
の
子
守
女
を
犯
し
、
領
主
の
印
章
を
偽
造
し
、
誰
か
に
密
か
に
毒
を
盛
っ
て
殺
害
し
、
そ
れ
に
つ
き
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
る
反
逆
犯
は
、
云
々
〕。
類
似
のBritton
I
9
。
（
３
）Britton,I,11
.
最
後
に
『
フ
リ
ー
タ
』
と
『
ブ
リ
ト
ン
』
が
両
方
と
も
、
放
火
罪
に
関
係
し
て
さ
ら
に
魔
法
と
獣
姦
に
言
及
す
る
場
合
、
そ
こ
か
ら
こ
れ
ら
の
犯
罪
が
現
行
法
で
重
罪
と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
（
１
）
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
は
当
時
異
端
の
種
類
と
し
て
教
会
裁
判
権
の
下
に
あ
っ
た
の
で
、
世
俗
権
力
は
た
だ
教
会
の
判
決
を
基
礎
と
し
て
通
常
の
死
刑
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
１
）Fleta,I,37
,
2
,3
〔
Fleta,I,
c.35
〕;
B
ritton,I,10
.
重
罪
の
範
囲
の
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
国
王
訴
訟
の
拡
大
は
、
後
に
な
っ
て
初
め
て
特
別
の
法
律
に
よ
っ
て
生
じ
た
。
以
下
の
諸
段
落
で
繰
り
返
し
を
避
け
る
た
め
に
は
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事
裁
判
管
轄
権
と
そ
の
組
織
に
つ
い
て
幾
ら
か
述
べ
る
こ
と
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
王
国
の
最
高
裁
判
所
は
、
国
王
の
直
近
の
顧
問
、
直
属
受
封
者
、
高
位
聖
職
者
及
び
法
学
者
が
配
置
さ
れ
た
国
王
の
宮
廷
の
王
会Curia
R
egis
で
あ
っ
た
。
最
初
は
、
そ
れ
は
固
定
し
た
場
所
を
も
た
ず
、
旅
行
中
の
国
王
に
随
伴
し
、
ま
さ
し
く
国
王
が
い
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
も
そ
の
会
議
を
開
催
し
た
。
両
当
事
者
に
よ
っ
て
つ
ら
く
感
じ
ら
れ
た
こ
の
不
都
合
は
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
第
一
七
条
の
規
定
に
帰
着
し
た（１
）
。
そ
れ
以
来
、
王
会
の
場
所
は
い
つ
ま
で
も
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
で
あ
り
続
け
た
。
そ
れ
か
ら
分
か
れ
た
種
々
の
部
局
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
ザ
・
ベ
ン
チ
着
座
裁
判
官Justiciariiin
banco
sedentes
が
と
り
わ
け
第
一
審
で
か
つ
最
終
審
の
刑
事
裁
判
管
轄
権
を
取
り
扱
っ
た
。
そ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
王
座
裁
判
所K
ing
,s-
B
ench-G
erichts
の
先
駆
で
あ
っ
た
。
（
１
）
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
第
一
七
条
「
人
民
間
訴
訟
は
余
の
宮
廷
に
随
伴
せ
ず
、
あ
る
一
定
の
場
所
で
開
廷
さ
れ
る
も
の
と
す
るCom
m
unia
placita
n
o
n
sequantur
cu
riam
三
〇
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（12）
n
o
strum
sed
teneantur
in
aliquo
certo
loco.
」〔
Ｇ
・
Ｒ
・
Ｃ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
著
、
城
戸
毅
訳
『
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
（M
agna
Carta
）』
ほ
る
ぷ
教
育
開
発
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
、
Ｗ
・
Ｓ
・
マ
ッ
ケ
ク
ニ
著
、
禿
氏
好
文
訳
『
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
―
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
度
の
法
の
歴
史
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年
、
Ｊ
・
Ｃ
・
ホ
ゥ
ル
ト
著
、
森
岡
敬
一
郎
訳
『
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
を
参
照
。
な
お
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
訳
文
は
先
行
訳
を
参
考
に
沢
田
が
訳
出
し
た
。
以
下
同
様
〕。
国
王
訴
訟
は
し
か
し
単
に
例
外
と
し
て
王
会
の
面
前
で
審
理
さ
れ
た
が
、
大
部
分
こ
れ
は
国
王
に
よ
っ
て
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
特
命
の
国
家
委
員
、
巡
察
裁
判
官
そ
の
他
の
派
遣
委
員
の
面
前
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
国
王
の
名
に
お
い
て
刑
事
裁
判
管
轄
権
を
実
施
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
。
国
土
は
州
（
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
スco
m
itatus
、
シ
ャ
イ
アshire
）
に
分
か
れ
た
が
、
そ
の
先
頭
に
か
つ
て
国
王
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
官
吏
た
る
ヴ
ィ
ケ
コ
メ
ス
V
icecom
es
（
シ
ェ
リ
フsheriff
）
が
立
っ
て
い
た
。
行
政
上
の
種
々
の
領
域
で
の
国
王
の
権
威
の
行
使
、
国
王
の
特
権
の
維
持
、
公
安
に
対
す
る
配
慮
及
び
彼
に
交
付
さ
れ
た
国
王
の
命
令
と
指
示
（
ブ
レ
ヴ
ィ
アbrevia,
令
状w
rit
）
の
遂
行
を
な
す
こ
と
が
彼
の
義
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
彼
は
直
ぐ
に
言
及
さ
れ
る
裁
判
管
轄
権
を
行
使
し
た
。
彼
は
下
級
官
吏
、
ベ
イ
リ
フ
、
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
等
を
自
由
に
使
え
た
。
ど
の
州
に
も
単
数
か
複
数
の
コ
ロ
ナ
ト
ー
レ
スc
o
ro
n
atores
（
コ
ロ
ナ
ーc
o
ro
-
n
ers
）
が
平
和
監
視
人
に
任
命
さ
れ
て
い
た
（
１
）
。
彼
ら
は
そ
の
区
域
に
お
け
る
平
穏
と
安
全
の
維
持
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
天
災
、
事
故
に
よ
っ
て
か
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
総
て
の
死
亡
事
件
の
際
に
、
彼
ら
は
宣
誓
し
た
隣
人
の
立
ち
会
い
に
基
づ
く
「
検
査
に
よ
りsuper
visum
」
客
観
的
な
犯
罪
構
成
要
件
と
死
因
を
確
定
し
、
ほ
ぼ
有
罪
の
人
を
捜
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
負
傷
の
場
合
と
幾
つ
か
の
そ
の
他
の
事
件
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
っ
た
。
告
訴
と
起
訴
は
コ
ロ
ナ
ー
の
と
こ
ろ
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
最
初
に
取
り
組
む
の
は
彼
の
権
限
に
属
し
た
。
コ
ロ
ナ
ー
の
調
書
（
記
録
）
は
、
証
拠
書
類
と
し
て
公
信
力
を
も
っ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
審
理
書
を
彼
は
、
差
し
当
た
り
仮
逮
捕
さ
れ
た
被
疑
者
を
添
え
て
シ
ェ
リ
フ
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
１
）
コ
ロ
ナ
ー
職
に
関
し
て
は
、Bracton
c.8
〔=
ii,345
-348
〕;Fleta
I,18;Britton
I,
3
。〔
コ
ロ
ナ
ー
は
検
屍
官
と
も
訳
さ
れ
る
。
な
お
、
シ
ェ
リ
フ
、
コ
ロ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
小
山
貞
夫
『
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
行
政
』
創
文
社
、
一
九
六
八
年
を
参
照
〕。
今
や
、
州
の
内
部
の
下
部
組
織
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
州
も
幾
つ
か
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
（hundreda
、
ノ
ル
マ
ン
語
で
は
ワ
ペ
ン
テ
イ
ク
三
一
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（13）
w
apentakia
と
呼
ば
れ
る
）
に
分
か
れ
た
。
最
初
は
仲
間
団
体
で
あ
っ
た
が
、
後
に
そ
れ
は
領
域
的
区
域
と
な
っ
た
一
方
、
そ
れ
ら
の
中
に
存
在
す
る
十
人
組
（decennae,
things
）
は
、
そ
の
人
格
的
な
性
格
を
保
ち
続
け
た
。
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
、
騎
士
即
ち
戦
争
遂
行
の
義
務
を
負
担
す
る
者
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
自
由
人
即
ち
後
の
自
由
保
有
農
に
相
当
す
る
土
地
保
有
者
で
あ
れ
、
居
住
す
る
自
由
土
地
占
有
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
国
王
か
ら
の
封
土
に
居
住
す
る
バ
ロ
ン
並
び
に
高
位
聖
職
者
、
及
び
領
主
の
マ
ナ
（m
an
o
ria
）
に
定
住
す
る
多
く
の
土
地
所
有
者
は
、
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
か
ら
除
外
さ
れ
、
彼
ら
は
そ
の
マ
ナ
住
民
と
と
も
に
特
有
な
団
体
を
形
成
し
た
。
村
落
的
定
住
と
城
壁
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
な
い
比
較
的
小
さ
い
都
市
は
、
と
も
に
曖
昧
な
表
現
の
村
区
villae
、
村
落
共
同
体
villatae
で
言
い
表
わ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
そ
の
マ
ナ
住
民
と
し
て
一
定
の
土
地
所
有
者
に
従
属
し
て
い
な
か
っ
た
限
り
、
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
一
部
を
構
成
し
た
。
土
塁
な
い
し
城
壁
で
周
り
を
囲
ま
れ
た
比
較
的
大
き
い
都
市
は
、
ブ
ル
グburga
（
バ
ラboroughs
）
と
呼
ば
れ
、
原
則
と
し
て
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
組
織
の
外
に
存
在
し
、
特
有
な
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
H
undreden
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
【
１
】
。
ロ
ン
ド
ン
、
リ
ン
カ
ン
、
ヨ
ー
ク
そ
の
他
の
よ
う
な
一
定
の
よ
り
大
き
い
都
市
に
は
、
特
別
な
国
王
の
特
許
状
（Charters
）
に
よ
っ
て
特
有
な
都
市
制
度
と
裁
判
制
度
を
伴
う
特
有
な
都
市
法
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
当
然
に
も
州
の
区
域
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
【
訳
注
１
】
村
区villae
と
村
落
共
同
体villatae
に
つ
い
て
は
、F.W
.M
aitland,
The
Surnam
es
ofEnglish
V
illages,
,The
A
rchaologicalReview
,N
ov.1889
,in:H
.A
.
L.Fisher
（ed.
）,The
Collected
Papers
of
F
rederic
W
illiam
M
aitland,
v
ol.II,
pp.84
-95
。
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
、
極
め
て
多
様
な
公
的
業
務
に
協
力
し
、
そ
の
執
行
に
お
け
る
多
面
的
な
任
務
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
、
総
て
の
重
要
な
事
件
に
つ
い
て
情
報
を
与
え
、
そ
の
区
域
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
と
そ
の
上
そ
の
被
疑
者
を
告
発
し
、
特
有
の
責
任
の
下
で
刑
法
保
護
の
処
理
を
支
援
し
（
告
発
義
務R
ugepflicht
）
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
原
則
と
し
て
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
成
員
か
ら
選
抜
さ
れ
た
十
二
名
か
ら
な
る
委
員
会
の
審
問inquests
、juratae
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
そ
の
関
係
す
る
村
落
共
同
体
は
特
別
に
選
ば
れ
た
代
表
者
、
リ
ー
ヴR
eeve
及
び
四
名
か
ら
六
名
ま
で
の
選
ば
れ
た
居
住
者
に
よ
っ
て
協
力
し
た
。
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
に
対
し
て
は
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ベ
イ
リ
フ
の
う
ち
の
一
人
が
シ
ェ
リ
フ
に
代
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
１
）
。
（
１
）
都
市
関
係
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
の
優
れ
た
作
品V
inogradoff,
The
G
rowth
ofthe
M
anor,London,1905
〔1904
,2
nd.
ed.1911
,
repr.1968
〕
を
参
照
。
〔
邦
訳
は
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー
ド
フ
著
、
富
沢
霊
岸
、
鈴
木
利
章
訳
『
イ
ギ
リ
ス
荘
園
の
成
立
』
創
文
社
、
一
九
七
二
年
〕。
三
二
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（14）
州
の
内
部
で
は
、
刑
事
事
件
の
裁
判
所
管
轄
権
は
そ
の
ヴ
ィ
ケ
コ
メ
ス
に
よ
っ
て
そ
の
州
裁
判
所Curia
co
m
itatus
に
お
い
て
行
使
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
彼
は
裁
判
所
を
続
け
る
義
務
を
負
う
名
望
あ
る
出
廷
義
務
者
（sectatores
）
に
よ
っ
て
時
折
開
催
し
た
。
国
王
訴
訟
の
一
定
の
事
件
に
つ
き
最
初
は
彼
に
帰
属
し
た
権
限
は
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
第
二
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
最
終
的
に
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
（
１
）
。
そ
れ
以
降
は
、
州
裁
判
所
は
単
に
よ
り
下
級
の
秩
序
の
刑
事
事
件
の
審
理
と
判
決
を
取
り
扱
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ヴ
ィ
ケ
コ
メ
ス
の
特
有
の
裁
判
所
管
轄
権
の
ほ
か
に
、
ま
だ
い
わ
ゆ
る
シ
ェ
リ
フ
巡
回
裁
判
（sheriff
,s
tourn
）
に
お
け
る
彼
の
裁
判
官
と
し
て
の
活
動
が
考
慮
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ェ
リ
フ
巡
回
裁
判
は
、
シ
ェ
リ
フ
が
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
個
々
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
を
現
地
査
察
し
、
そ
の
各
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
か
ら
通
例
十
二
名
の
数
で
最
も
名
望
の
あ
る
仲
間
を
選
抜
さ
せ
、
こ
れ
ら
に
一
定
の
質
問
項
目
を
提
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
真
実
を
あ
り
の
ま
ま
答
え
る
こ
と
を
そ
れ
に
宣
誓
さ
せ
た
と
い
う
点
に
存
し
た
。
こ
れ
ら
の
陪
審
員
の
報
告
書
は
、
行
政
の
極
め
て
種
々
の
対
象
に
関
係
し
て
い
た
が
、
し
か
し
と
り
わ
け
ま
た
そ
れ
は
彼
ら
が
知
る
に
至
っ
た
犯
罪
行
為
に
関
す
る
告
発
な
い
し
起
訴
（Presentm
ent
）
を
含
ん
だ
。
ヴ
ィ
ケ
コ
メ
ス
の
責
務
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
を
検
討
し
、
国
王
裁
判
官
の
面
前
で
の
審
理
の
必
要
な
手
続
を
踏
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
被
疑
者
の
責
任
を
確
定
す
る
こ
と
は
彼
の
任
務
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
彼
は
そ
の
被
疑
者
が
裁
判
官
の
面
前
に
出
頭
す
る
こ
と
を
拘
束
や
保
釈
保
証
人
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
も
と
に
は
コ
ロ
ナ
ー
の
仮
活
動
に
関
す
る
記
録
が
到
達
し
て
い
た
。
ま
た
彼
に
告
訴
が
持
ち
込
ま
れ
、
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
登
録
簿
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
州
か
ら
の
総
て
の
重
要
な
犯
罪
行
為
の
集
成
を
含
ん
だ
（
２
）
。
（
１
）（
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
第
二
四
条
）「
シ
ェ
リ
フ
も
、
城
代
も
、
コ
ロ
ナ
ー
も
、
ま
た
他
の
い
か
な
る
余
の
ベ
イ
リ
フ
も
余
の
国
王
訴
訟
を
開
廷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
N
ullus
vicecom
es,
co
n
stabularies,
co
ro
n
atores
v
el
aliiballivi
n
o
stri
teneant
placita
co
ro
n
ae
n
o
strae.
」。
（
２
）
シ
ェ
リ
フ
巡
回
裁
判
に
つ
い
て
は
、Bracton
は
ほ
と
ん
ど
何
も
含
ま
な
い
。Fleta,
II,
52
とBritton,I,
30
の
も
と
で
の
詳
細
な
報
告
、
両
方
の
も
と
で
の
質
問
条
項
の
記
録
。
ヴ
ィ
ケ
コ
メ
ス
に
信
託
さ
れ
た
権
限
は
、
必
ず
し
も
州
及
び
そ
の
居
住
者
の
福
祉
の
た
め
に
行
使
さ
れ
な
か
っ
た
。
シ
ェ
リ
フ
が
そ
の
巡
回
の
際
に
、
圧
力
、
買
収
そ
の
他
に
よ
っ
て
悪
事
を
働
い
た
専
断
的
行
為
に
対
す
る
訴
え
と
苦
情
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
一
章
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
既
に
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
は
そ
の
一
二
一
七
年
版
に
お
い
て
、
巡
回
は
年
に
二
回
（
即
ち
イ
ー
ス
タ
後
と
ミ
ク
ル
マ
ス
後
）
以
上
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
命
令
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
済
手
段
を
講
じ
よ
う
と
し
た
（
１
）
。
一
二
六
八
年
の
マ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
法
（
ヘ
ン
リ
三
世
治
世
第
五
八
年
法
律
第
一
〇
号
）
と
一
二
八
六
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
第
二
法
（
エ
ド
ワ
三
三
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（15）
（16）
ー
ド
一
世
治
世
第
一
三
年
法
律
第
一
三
号
）
の
よ
う
な
、
後
の
法
律
も
ま
た
、
シ
ェ
リ
フ
の
職
権
濫
用
に
対
す
る
闘
い
を
続
け
た
。
十
四
世
紀
後
半
に
お
け
る
治
安
判
事
の
導
入
に
よ
っ
て
初
め
て
、
ヴ
ィ
ケ
コ
メ
ス
の
巡
回
は
消
滅
し
た
。
（
１
）
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
第
四
二
条
。
一
二
一
五
年
と
一
二
一
六
年
の
版
は
ま
だ
こ
の
条
項
を
も
た
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ケ
コ
メ
ス
の
他
に
、
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
組
織
の
外
側
に
立
つ
よ
り
大
き
な
レ
ー
エ
ン
所
有
者
と
土
地
所
有
者
は
、
彼
ら
の
コ
ー
ト
・
バ
ロ
ンcu
riae
baronum
及
び
そ
の
類
似
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
彼
ら
の
臣
下
と
マ
ナ
住
民
に
関
し
よ
り
下
級
の
秩
序
の
諸
事
件
に
お
け
る
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
与
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
の
特
許
状
に
よ
っ
て
、
そ
の
区
域
に
お
い
て
あ
る
い
は
よ
り
広
い
あ
る
い
は
よ
り
狭
い
範
囲
で
の
裁
判
管
轄
権
（
特
権libertas,fran
shises
）
を
認
め
れ
ら
て
き
た
そ
の
所
有
者
や
共
同
体
も
同
様
で
あ
る
。
よ
り
下
位
の
裁
判
所
の
審
理
は
、
記
録
属
性
の
利
点
を
享
受
し
て
い
な
か
っ
た
【
１
】
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
ー
は
、
場
合
に
よ
っ
て
そ
れ
に
対
し
て
公
的
証
拠
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
証
人
と
し
て
召
喚
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
世
俗
の
裁
判
所
の
他
に
、
か
つ
そ
れ
と
の
間
接
的
な
関
連
に
お
い
て
の
み
聖
職
の
、
い
わ
ゆ
る
教
会
裁
判
所Curiae
Christianitatis
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
【
訳
注
１
】
州
裁
判
所
は
、
記
録
裁
判
所co
u
rt
of
reco
rd
で
は
な
か
っ
た
。「
記
録
裁
判
所
と
は
、
そ
の
裁
判
所
の
行
為
及
び
訴
訟
手
続
に
つ
き
、
証
明
力
あ
る
記
録
を
登
録
・
保
存
す
る
裁
判
所
の
こ
と
で
、
そ
の
記
録
は
、
正
規
の
手
続
を
踏
ま
ね
ば
訂
正
、
修
正
も
許
さ
れ
な
い
。
記
録
裁
判
所
で
は
な
い
も
の
は
、
下
位
裁
判
所
に
存
在
す
る
が
、
本
文
で
い
う
州
民
会
も
こ
れ
に
あ
た
り
、
た
と
え
な
ん
ら
の
か
の
記
録
を
と
っ
て
い
て
も
、
こ
の
記
録
は
、
記
録
裁
判
所
と
言
う
際
の
記
録
と
は
本
質
的
に
違
っ
て
、
厳
密
な
意
味
で
は
証
明
力
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
」（
Ｊ
・
ベ
イ
カ
ー
著
、
小
山
貞
夫
訳
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
制
史
概
説
』
創
文
社
、
一
九
七
五
年
、
二
三
、
二
四
頁
。
な
お
、
引
用
箇
所
は
、
小
山
教
授
に
よ
る
訳
注
の
叙
述
）。
第
二
章
　
　
裁
判
官
の
巡
察
告
発
訴
訟
手
続
の
起
源
は
周
知
の
こ
と
と
し
て
前
提
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
受
任
裁
判
官
、
巡
察
裁
判
官Justiciariiitinerantes
の
巡
察
が
こ
れ
に
関
係
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
国
王
ヘ
ン
リ
二
世
は
常
設
の
制
度
に
高
め
た
。
い
わ
ゆ
る
巡
察
審
問
条
項
（
１
）【
１
】
で
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
委
任
と
指
示
は
、
時
と
場
所
の
必
要
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
よ
り
狭
い
あ
る
い
は
よ
り
広
い
範
囲
を
も
ち
、
国
の
行
政
の
大
多
数
の
三
四
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（17）
部
門
に
関
係
し
た
。
国
王
の
特
権
と
王
権
の
収
入
を
守
る
任
務
と
並
ん
で
、
そ
の
巡
察
審
問
条
項
の
中
に
は
、
地
方
の
状
態
を
調
査
し
、
職
権
濫
用
を
除
去
し
、
有
力
者
と
官
吏
の
圧
迫
に
対
し
て
住
民
を
保
護
す
る
た
め
の
詳
細
な
指
示
が
見
出
さ
れ
る
。
裁
判
官
受
任
者
に
与
え
ら
れ
た
任
務
の
特
に
重
要
な
部
分
は
、
刑
事
事
件
と
同
様
に
民
事
事
件
に
お
け
る
司
法
の
取
り
扱
い
に
関
係
し
た
。
彼
ら
は
土
地
訴
訟
に
お
け
る
ア
サ
イ
ズ
と
認
定
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
ま
た
同
様
に
彼
ら
の
面
前
に
提
起
さ
れ
た
国
王
訴
訟placita
co
ro
n
ae
を
審
理
し
判
決
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
は
王
会
の
多
数
の
業
務
を
軽
減
し
、
他
方
で
は
権
利
追
求
者
に
遠
く
て
費
用
の
か
か
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
へ
の
道
を
免
除
す
る
こ
と
が
、
実
際
巡
察
の
主
要
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
司
法
の
取
り
扱
い
に
は
、
し
ば
し
ば
財
政
的
処
置
も
ま
た
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
罰
金
、
刑
罰
の
賦
課
、
土
地
と
財
産
の
没
収
等
々
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
１
）
そ
の
審
問
条
項
の
実
例
は
、Bracton,de
co
ro
n
a
c.
1
3
,
c
.
2
〔=
ii,
329
,
333
〕,
Fleta,I,20
,Britton,I,5
.
【
訳
注
１
】M
eekings,Surrey
Eyre,
v
ol.1
,pp.90
-94
は
、
サ
リ
巡
察
審
問
条
項
の
三
五
箇
条
を
掲
げ
る
。
そ
の
最
初
の
規
定
に
従
っ
て
裁
判
官
の
巡
察
は
比
較
的
短
い
間
隔
で
繰
り
返
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
国
王
ジ
ョ
ン
と
そ
の
息
子
の
統
治
下
の
騒
擾
的
な
時
代
の
間
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
大
き
な
恣
意
が
支
配
し
た
の
で
、
そ
れ
が
新
し
い
巡
察
に
な
る
の
に
し
ば
し
ば
一
層
多
く
の
年
数
を
要
し
た
（
１
）
。
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
下
で
は
七
年
の
期
間
は
通
例
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
（
２
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
長
い
間
の
時
間
に
国
の
司
法
が
停
止
し
停
滞
し
て
い
た
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
差
し
迫
っ
た
業
務
を
解
決
す
る
た
め
に
そ
れ
と
は
別
に
裁
判
所
委
員
会
が
州
に
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
は
一
般
的
な
巡
察
の
代
用
と
し
て
役
立
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
未
決
囚
釈
放
の
た
め
の
（ad
goalasdeliberandas
）
委
員
と
刑
事
事
件
に
お
け
る
そ
の
他
の
審
理
の
た
め
の
（ad
audiendum
etterm
inandum
）
委
員
が
そ
れ
で
あ
っ
た
（
３
）
。
（
１
）F.W
.M
aitland,Pleas
of
the
C
ro
w
n
,X
X
I.
新
侵
奪
認
定R
ecognitiones
n
o
v
ae
disseisinae
及
び
そ
の
他
若
干
の
も
の
は
、
少
な
く
と
も
年
に
一
回
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
一
二
一
六
年
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
第
一
八
条
の
規
定
は
、
巡
察
と
は
関
係
が
な
い
。
（
２
）Britton,I,
1
3
,Iu
stices
errau
ntz
soint
assignetz
〔
…
〕de
V
II
au
ntz
in
V
II
au
ntz.
〔
巡
回
裁
判
官
は
…
七
年
毎
に
任
命
す
る
〕
（
３
）
こ
の
任
命
の
歴
史
に
関
し
て
は
、SirJ
.Fitzjames
Stephen,H
istory
of
the
crim
i-
n
alLaw
ofEngland, I,105
ff.
を
参
照
。
三
五
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（18）
一
般
的
な
巡
察
は
大
部
分
の
住
民
に
は
人
気
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
部
に
は
果
た
さ
れ
る
べ
き
広
範
囲
の
裁
判
集
会
出
席
義
務
の
た
め
に
、
ま
た
一
部
に
は
多
く
の
強
迫
的
な
罰
金
と
刑
罰
に
対
す
る
恐
怖
の
た
め
に
一
つ
の
甚
だ
し
い
迷
惑
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
。
あ
る
州
の
住
民
は
裁
判
官
の
接
近
の
際
に
、
森
の
中
へ
逃
げ
た
と
報
じ
ら
れ
る
。
繰
り
返
し
繰
り
返
し
、
後
に
巡
察
の
廃
止
が
要
求
さ
れ
た
請
願
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
国
王
評
議
会
で
巡
察
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
裁
判
官
に
任
命
辞
令
書
が
発
給
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
時
と
場
所
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
裁
判
官
に
与
え
ら
れ
た
任
務
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
１
）
。
受
任
委
員
に
は
名
望
あ
る
聖
職
者
と
俗
人
が
任
命
さ
れ
た
が
、
彼
ら
の
中
か
ら
規
則
的
に
そ
の
任
命
の
辞
令
に
お
い
て
最
初
に
言
及
さ
れ
た
者
に
裁
判
長
職
が
帰
属
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
関
係
州
の
シ
ェ
リ
フ
に
国
王
の
令
状
が
発
給
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
彼
ら
シ
ェ
リ
フ
に
、
裁
判
官
の
来
訪
が
告
知
さ
れ
、
ま
た
彼
ら
を
迎
え
る
た
め
の
総
て
を
準
備
し
、
と
り
わ
け
裁
判
所
開
廷
日
に
出
席
が
必
要
も
し
く
は
慣
例
と
な
っ
て
い
た
総
て
の
人
々
を
召
喚
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
以
下
の
者
が
召
喚
さ
れ
た
。
即
ち
、
高
位
聖
職
者
の
構
成
員
、
司
教
、
大
修
道
院
長
及
び
小
修
道
院
長
、
州
に
居
住
す
る
シ
ェ
リ
フ
、
バ
ロ
ン
及
び
貴
族
、
及
び
自
由
土
地
保
有
者
、
個
々
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
騎
士
と
自
由
な
法
に
適
っ
た
人
々m
ilites
etliberilegaleshom
ines
、
そ
れ
に
各
村
区
か
ら
リ
ー
ヴ
と
四
名
か
ら
六
名
ま
で
の
代
表
者
と
各
都
市
か
ら
十
二
名
の
名
望
あ
る
都
市
民
が
そ
れ
で
あ
る
（
２
）
。
む
ろ
ん
そ
の
他
に
、
係
属
す
る
訴
訟
の
当
事
者
に
召
喚
状
が
発
給
さ
れ
た
。
勾
留
中
の
被
疑
者
は
そ
の
場
に
連
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
現
在
の
シ
ェ
リ
フ
も
ま
た
そ
の
ベ
イ
リ
フ
と
コ
ロ
ナ
ー
と
と
も
に
出
頭
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
ま
た
前
回
の
巡
察
以
降
官
職
か
ら
離
れ
た
人
々
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
彼
ら
の
勤
務
態
度
の
た
め
に
必
要
と
あ
ら
ば
彼
ら
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
で
あ
っ
た
。
巡
察
裁
判
官
が
近
づ
い
て
来
る
こ
と
は
公
的
な
掲
示
に
よ
っ
て
住
民
に
告
知
さ
れ
た
。
（
１
）B
racton
は
、
巡
察
をde
actionibus
c.
10
〔「
訴
訟
」ii,
350
-352
〕
以
下
の
論
文
に
お
い
て
、
カ
ノ
ン
法
の
模
範
に
従
っ
てjurisdictio
delegata
〔
委
任
さ
れ
た
裁
判
管
轄
権
〕
の
視
点
の
下
に
取
り
扱
う
。
彼
は
任
命
委
員
の
任
命
辞
令
に
対
す
る
若
干
の
書
式
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
書
き
出
し
は
大
部
分
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、R
ex
dilectis
etfidelibus
suis
A
.B.C.
salutem
.
S
ciatis
quod
co
n
stituim
us
v
o
sjusticiarios
n
o
stros
ad
itinerandum
in
co
m
itatu
talide
o
m
nibus
placitis
et
assisis
tam
co
ro
n
ae
n
o
strae
quam
aliis
etc.
〔「
国
王
が
親
愛
に
し
て
忠
実
な
る
A
.B
.C
に
挨
拶
す
る
。
汝
は
、
余
が
汝
を
、
国
王
訴
訟
と
そ
の
他
の
訴
訟
の
両
方
の
総
て
の
訴
訟
と
ア
サ
イ
ズ
に
た
め
に
、
こ
れ
こ
れ
の
州
全
体
を
巡
回
す
る
我
が
裁
判
官
に
任
命
し
た
こ
と
を
知
る
べ
し
云
々
」。
原
著
で
示
す
令
状
の
書
式
は
、
お
そ
ら
くii,309
の
開
封
令
状
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
名
宛
人
をA
.B.C.D
.
と
し
て
、D
.
が
付
加
さ
れ
て
い
る
点
に
相
違
が
あ
る
〕。
三
六
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（19）（20）
（
２
）
か
か
る
令
状
の
実
例
をB
racton,
a.a.O
.3
10
〔
ii,
310
.
こ
の
頁
で
一
般
召
喚
general
su
m
m
o
n
s
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
原
著
の
表
記
は
誤
り
〕
与
え
る
。
確
定
日
に
国
王
の
受
権
裁
判
官
は
、
そ
の
書
記
と
そ
の
他
の
補
助
人
員
と
と
も
に
一
定
の
場
所
、
通
例
は
州
の
主
要
な
場
所
に
現
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
で
職
務
上
召
喚
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
儀
礼
的
に
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
し
ま
た
そ
の
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
た
い
多
数
の
無
関
係
の
民
衆
も
集
ま
っ
た
し
、
そ
こ
に
は
ま
た
請
願
や
苦
情
を
裁
判
官
の
面
前
に
提
出
す
る
つ
も
り
の
人
々
も
い
た
。
審
理
は
大
抵
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
い
し
類
似
の
適
当
な
場
所
で
公
開
で
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
総
て
の
人
に
理
解
で
き
る
自
国
語
、
英
語
で
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
記
録
は
あ
る
時
は
ラ
テ
ン
語
の
法
廷
言
語
で
、
ま
た
あ
る
時
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
法
廷
言
語
で
作
成
さ
れ
た
。
裁
判
所
開
廷
期
の
開
始
は
、
感
銘
深
い
儀
式
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
（
１
）
。
そ
れ
は
裁
判
長
の
命
に
よ
る
任
命
辞
令
の
読
み
上
げ
で
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
に
彼
は
裁
判
官
が
や
っ
て
来
た
原
因
と
目
的
に
つ
い
て
集
ま
っ
た
民
衆
に
対
す
る
挨
拶
を
結
び
付
け
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
次
に
、
彼
は
シ
ェ
リ
フ
の
手
か
ら
そ
の
職
杖
を
受
け
取
り
、
国
王
と
彼
の
国
王
評
議
会
の
命
令
の
忠
実
な
遂
行
及
び
職
務
上
の
守
秘
義
務
を
彼
に
宣
誓
さ
せ
た
。
シ
ェ
リ
フ
が
そ
の
杖
を
受
け
戻
し
て
か
ら
、
彼
は
そ
の
ベ
イ
リ
フ
と
コ
ロ
ナ
ー
を
代
表
し
て
、
裁
判
長
に
持
参
し
た
記
録
、
一
覧
表
及
び
書
類
を
手
渡
し
た
。
（
１
）Bracton,de
Coron.
c.1
〔=ii,327
-333
〕;Fleta,I,19;Yearbooks;
30
Edu
〔=
Edw
.
〕I.
72
ff.
、
そ
し
て
最
後
の
も
の
で
は
、
治
世
第
三
十
年
にL
aunceton
〔Launceston
〕
でJohn
de
B
errew
ik
の
面
前
の
巡
察
裁
判
官
に
よ
る
訴
訟
の
開
始
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。Launceton
〔Launceston
〕
は
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
州
の
主
要
な
港
で
あ
っ
た
。
以
下
の
叙
述
は
こ
の
報
告
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
。
個
々
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
か
ら
任
命
さ
れ
る
べ
き
陪
審
員
の
選
出
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
に
提
出
さ
れ
た
質
問
に
回
答
し
、
告
発
を
主
張
す
る
こ
と
が
彼
ら
の
義
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
出
は
間
接
的
な
選
出
手
続
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
特
別
に
宣
誓
さ
せ
ら
れ
た
ベ
イ
リ
フ
の
各
々
が
そ
の
区
域
か
ら
二
名
な
い
し
四
名
の
申
し
分
の
な
い
品
行
方
正
な
人
々
（probes
hom
es
）
を
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
（
１
）
、
同
じ
く
宣
誓
さ
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
選
出
さ
れ
た
人
々
は
、
次
に
ベ
イ
リ
フ
の
立
ち
会
い
を
求
め
る
こ
と
な
く
彼
ら
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
か
ら
十
二
名
の
（
同
じ
く
選
出
さ
れ
た
人
々
に
宣
誓
さ
せ
ら
れ
た
）
人
々
を
陪
審
員
に
選
出
し
た
。
同
様
の
仕
方
で
、
よ
り
大
き
な
都
市
も
ま
た
そ
の
十
二
名
の
都
市
民
を
選
出
し
た
一
方
、
小
さ
い
自
立
し
て
い
な
い
村
落
は
そ
の
慣
例
的
な
代
表
者
を
派
遣
し
た
。
（
１
）
そ
の
数
は
報
告
で
揺
れ
て
い
る
。
三
七
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（21）
次
に
、
選
出
さ
れ
た
陪
審
の
宣
誓
が
続
い
た
が
、
そ
こ
で
は
最
初
の
被
選
出
者
が
提
出
さ
れ
る
質
問
に
真
実
に
忠
実
に
回
答
す
る
前
宣
誓
を
行
な
っ
た
一
方
、
そ
の
残
余
の
陪
審
員
は
、
そ
の
先
頭
者
の
な
し
た
宣
誓
に
よ
っ
て
宣
誓
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
（
１
）
。
そ
の
後
、
個
々
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
陪
審
名
簿
が
裁
判
所
に
手
渡
さ
れ
た
。
陪
審
勤
務
が
関
係
者
に
と
っ
て
決
し
て
小
さ
く
な
い
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
二
二
一
年
の
巡
察
の
際
に
四
〇
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
グ
ロ
ス
タ
州
か
ら
だ
け
で
五
〇
〇
名
以
上
の
人
々
が
召
喚
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
既
に
窺
わ
れ
る
（
２
）
。
（
１
）
前
宣
誓
はBracton,
c.
1
2
〔=ii,
329
〕
で
は
次
の
通
り
で
あ
る：
「
こ
れ
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
、
判
事
殿
。
私
は
神
と
こ
れ
な
る
聖
遺
物
に
誓
っ
て
、
領
主
た
る
国
王
に
代
わ
り
私
に
尋
ね
ら
れ
し
こ
と
に
つ
き
真
実
を
申
し
述
べ
、
ま
た
領
主
た
る
国
王
に
代
わ
り
命
じ
ら
れ
し
こ
と
を
忠
実
に
行
な
い
、
ま
た
何
事
に
つ
い
て
も
全
力
で
な
す
こ
と
決
し
て
怠
り
ま
せ
ぬH
oc
audite
Iusticiarii,quod
ego
v
eritatem
dicam
de
hoc
quod
a
m
e
interrogabitis
ex
parte
dom
.R
egis,
etfideliterfaciam
id,quod
m
ihipraecipiatis
ex
parte
dom
.R
egis,
etp
ro
aliquo
n
o
n
o
m
m
ittam
,quin
ita
faci-
am
pro
posse
m
eo
,
sic
m
e
D
eu
s
adjuvet
ethaec
san
cta
D
ei
ev
angelia.
」
【
１
】
。
次
に
他
の
人
々
が
宣
誓
す
る：
「〔
A.
〕
が
既
に
こ
こ
で
な
し
た
宣
誓
を
、
私
は
神
に
誓
っ
て
私
と
し
て
遵
守
し
ま
す
云
々Tale
sacram
entum
quale
〔A
.
〕prim
usjurator
〔scilicet
〕hic
iuravit,
ego
tenebo
ex
parte
m
ea
sic
m
e
D
eus
u
sw
.
」。
（
２
）M
ailland
〔
M
aitland
〕a.
a.O
.
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
る
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
名
簿
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
【
訳
注
１
】
ソ
ー
ン
編
集
版
で
は
以
下
の
通
り
。H
oc
auditis
iustitiariiq
u
od
v
eritatem
dicam
de
hoc
quod
a
m
e
interrogabitis
ex
parte
dom
ini
regis,
etfideliterfaciam
id
quod
m
ihipraecipietis
ex
parte
dom
ini
regis,
etp
ro
aliquot
n
o
n
o
m
ittam
,quin
ita
faciam
pro
posse
m
eo
,dues
adiuvet
ethaec
san
cta.
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
個
々
の
陪
審Juratae
に
対
し
て
、
巡
察
審
問
条
項
か
ら
彼
ら
が
回
答
す
べ
き
質
問
が
、
書
面
に
よ
り
手
渡
さ
れ
、
そ
の
準
備
を
な
し
、
情
報
を
収
集
し
、
そ
し
て
回
答
す
る
適
当
な
期
間
が
彼
ら
に
設
定
さ
れ
た
。
史
料
の
表
現
が
そ
れ
に
有
利
な
材
料
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
審
問
条
項
の
ほ
ぼ
総
て
の
条
項
が
陪
審
の
総
て
に
手
渡
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
裁
判
官
の
指
図
の
中
に
置
か
れ
た
条
項
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
は
、
陪
審
に
よ
り
回
答
す
る
こ
と
が
全
く
問
題
に
な
り
え
な
か
っ
た
対
象
に
関
係
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
１
）
。
そ
れ
ら
は
と
わ
け
、
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
よ
る
国
王
の
平
和
破
壊
、
国
の
一
般
的
安
寧
の
撹
乱
、
国
王
収
入
の
正
し
い
受
領
、
交
通
関
係
等
々
に
関
す
る
情
報
を
与
え
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
。
三
八
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（22）
（23）
（
１
）Fleta,I,20
で
与
え
ら
れ
る
一
覧
表
は
一
四
〇
の
条
項
を
数
え
上
げ
る
。
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
陪
審
の
報
告
を
受
け
取
る
ま
で
、
裁
判
官
は
彼
ら
を
待
っ
て
い
た
別
の
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
民
事
訴
訟
と
以
前
の
巡
察
か
ら
未
済
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
訴
訟
事
件
を
除
き
、
そ
の
間
に
提
起
さ
れ
た
告
訴
と
シ
ェ
リ
フ
に
よ
っ
て
そ
の
巡
回
裁
判
の
際
に
申
し
立
て
ら
れ
た
告
発
に
関
す
る
シ
ェ
リ
フ
に
よ
り
な
さ
れ
た
報
告
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
が
、
新
し
く
形
成
さ
れ
た
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
陪
審
を
絶
え
ず
ま
た
再
審
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
史
料
上
の
ど
の
よ
う
な
証
拠
も
欠
け
て
お
り
、
こ
れ
は
十
中
八
九
は
確
か
に
同
じ
人
々
が
今
の
陪
審
と
同
様
に
前
の
陪
審
に
も
属
し
た
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
、
あ
り
そ
う
に
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
三
章
　
告
発
事
件
に
お
け
る
訴
訟
手
続
。
隣
人
の
陪
審Jurata
patriae
裁
判
官
の
巡
察
で
の
告
発
事
件
に
お
け
る
訴
訟
手
続
の
経
過
に
関
し
て
は
、『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
と
そ
の
後
継
者
が
乏
し
い
報
告
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
（
１
）
。
し
か
し
、
裁
判
官
の
面
前
の
審
理
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
記
録
は
、
価
値
多
き
史
料
を
提
供
す
る
。
残
念
な
が
ら
、
当
時
の
時
代
か
ら
は
ご
く
少
数
が
公
表
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
と
り
わ
け
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
一
二
二
一
年
の
グ
ロ
ス
タ
開
廷
期
に
審
理
さ
れ
た
国
王
訴
訟
の
集
成
が
問
題
に
な
る
。
そ
れ
ら
五
〇
〇
以
上
の
個
別
的
諸
事
例
に
よ
っ
て
そ
れ
は
当
時
の
経
過
に
つ
い
て
目
の
前
に
見
る
よ
う
な
か
つ
種
々
に
彩
ら
れ
た
像
を
与
え
、
そ
の
時
代
の
法
的
・
経
済
的
及
び
道
徳
的
な
状
態
に
対
す
る
興
味
深
い
一
瞥
を
与
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
は
当
時
の
犯
罪
の
一
種
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ま
た
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
と
次
々
に
召
喚
さ
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
が
そ
の
報
告
と
回
答
を
な
す
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
に
引
き
続
い
て
裁
判
所
の
面
前
で
再
審
理
が
行
な
わ
れ
る
か
を
見
る
。
（
１
）Bracton,
c.2
2
,
c
.22
1
,2
〔=ii,334;ii,450
〕;Fleta,I,20;Britton,I,3
.
告
発
陪
審
の
報
告
は
、
一
つ
の
特
別
な
形
式
に
縛
ら
れ
な
か
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
下
で
初
め
て
、
文
書
の
作
成
が
、
し
か
も
捺
印
を
伴
う
い
わ
ゆ
る
歯
型
証
書Zackenbrief
（cyrographum
,
endente
）
の
形
式
で
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
証
書
の
半
分
は
裁
判
所
の
も
と
に
残
り
、
他
の
半
分
は
陪
審
の
手
に
残
っ
た
（
１
）
。
審
問
の
際
通
用
し
て
い
る
一
般
的
な
規
則
に
よ
れ
ば
そ
の
決
定
に
は
全
員
一
致
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
異
な
る
意
見
は
無
視
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
た
め
問
題
の
陪
審
員
を
処
罰
し
た
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
（
２
）
。
陪
審
に
提
出
さ
れ
た
質
問
に
対
す
る
そ
の
回
答
は
、
非
常
に
種
々
の
内
容
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
三
九
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（24）
（25）
こ
こ
に
若
干
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
（
１
）Fleta,I,18
4;B
ritton,I,3
9
.
（
２
）M
aitland,N
r.
238
の
訴
訟
事
件
、「
陪
審
員
の
一
人
で
あ
るPhilip
of
O
xford
は
、
﹇
前
述
の
二
人
は
シ
ェ
リ
フ
に
よ
っ
て
釈
放
さ
れ
た
﹈
と
陳
述
し
た
が
、
そ
の
他
の
十
一
名
﹇
と
シ
ェ
リ
フ
﹈
は
彼
の
言
説
を
否
定
し
た
の
で
、
処
罰
さ
る
べ
しad
judicum
de
Philippo
de
O
xondone,
u
n
o
dejuratoribus,quidicitquod
﹇predicti
duo
hom
iness
deliberatifueruntper
co
m
initatum
﹈et
aliiX
I
﹇et
co
m
itatus
﹈ei
deficient
」
【
１
】
。Yearbook
30/31
Edu.
﹇=
Ed
w
.
﹈IA
pp.II
537
「
そ
し
て
十
二
名
の
中
の
一
人
の
陪
審
員
は
、
そ
の
仲
間
の
同
意
と
合
意
な
く
彼
単
独
で
、
Ａ
が
窃
盗
を
な
し
た
と
告
発
し
た
。
―
十
二
名
は
彼
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
と
陳
述
し
た
。
し
た
が
っ
て
Ａ
は
憐
憫
罰
金et
u
n
u
sjuratorde
X
IIin
secreto
sine
assen
su
so
ciorum
su
o
ru
m
praesentavit
―X
IIdixerunt,
se
nil
scire,ideo
in
m
isericordia.
」
【
２
】
。
【
訳
注
１
】
原
著
は
一
部
省
略
し
て
引
用
す
る
が
、
訳
文
で
は
省
略
箇
所
を
﹇
　
﹈
の
中
に
復
元
し
て
訳
出
す
る
。
【
訳
注
２
】
原
著
の
引
用
に
は
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
あ
る
。
訳
文
は
次
に
示
す
ソ
ー
ン
編
集
版
の
原
文
に
戻
し
て
訳
出
し
た
。
U
nusjuratorde
duodecim
in
secreto
su
o
sine
assen
su
so
ciorum
et
co
n
sen
su
spresentavitquod
A
.fecitfurtum
―D
U
O
D
ECIM
dixerunt
se
nil
scire.
Ideo
A
.in
m
isericordia.
あ
る
人
が
災
害
（
車
の
転
覆
、
船
の
転
覆
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
）
に
よ
り
死
亡
し
た
。
陪
審
は
何
人
に
も
そ
の
罪
を
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
意
見
表
明
の
内
容
は
、n
ullus
m
alecreditur
〔
何
人
も
嫌
疑
な
し
〕、
そ
し
て
裁
判
所
の
判
決
はinfortunium
〔
偶
発
事
故
〕
で
あ
る
（
１
）
。
（
１
）M
aitland,N
r.78
,118
,292
,492
u
.
a.
m
.
悪
行
者
た
ち
が
夜
中
あ
る
家
に
押
し
入
り
、
そ
の
居
住
者
を
殺
害
し
た
（
１
）
。
彼
ら
は
発
見
さ
れ
ず
逃
げ
て
捜
索
さ
れ
な
い
。
陪
審
は
、n
esciunt,quifuerunt,
n
ullus
m
alecreditur
〔
彼
ら
が
誰
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
何
人
も
嫌
疑
な
し
〕
で
満
足
し
、
etideo
nihil
,
〔
し
た
が
っ
て
、
報
告
す
べ
き
何
も
な
し
〕
と
の
記
載
で
事
件
は
片
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
知
ら
な
い
人
の
死
体
が
発
見
さ
れ
た
り
、
コ
ロ
ナ
ー
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
調
査
が
水
泡
に
帰
し
た
り
し
た
と
き
、
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
（
１
）
典
型
的
な
書
式
は
次
の
通
り
で
あ
る：
「
悪
行
者
が
夜
中O
sbert
の
家
に
押
し
入
り
、
同
Ｏ
を
殺
害
し
云
々
〝m
alefactors
v
en
eru
ntde
n
o
cte
in
dom
um
O
sberti
et
o
ccidentipsum
O
.
etc.
〞」。M
aitland,N
r.239
,420
u
.ö.
四
〇
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（26）
よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
陪
審
が
一
人
も
し
く
は
複
数
の
人
々
に
対
し
、
あ
る
犯
行
の
た
め
に
嫌
疑
の
有
無
に
関
し
実
質
的
に
意
見
を
表
明
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
形
式
で
起
こ
っ
た
。
即
ち
、m
alecreduntN
N
.de
m
o
rte,de
roberia
u
.s.w
.
〔
殺
人
、
強
盗
等
々
の
廉
で
Ｎ
・
Ｎ
に
嫌
疑
を
か
け
る
〕
あ
る
い
は
彼
ら
が
嫌
疑
を
承
認
す
る
場
合
は
、praesentantquod
etc.
,
〔
云
々
で
あ
る
と
告
発
す
る
〕、
そ
し
て
彼
ら
が
嫌
疑
を
否
定
す
る
場
合
は
、
n
o
n
m
alecreditur,
n
o
n
m
alecredunt
,
〔
彼
は
嫌
疑
な
し
、
彼
ら
は
嫌
疑
な
し
〕
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
経
過
の
よ
り
詳
細
な
状
況
と
嫌
疑
の
承
認
も
し
く
は
不
承
認
の
理
由
も
ま
た
明
示
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
稀
で
な
い
。
例
え
ば
、
殺
人
の
際
に
そ
の
死
が
有
責
の
傷
害
の
結
果
生
じ
た
の
で
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
（
１
）
。
（
１
）M
aitland,N
r.
67
:
「
彼
は
偶
発
事
故
に
よ
っ
て
死
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
傷
が
原
因
で
は
な
い
と
正
確
に
述
べ
るpraecise
dicunt,quod
obiitinfirm
itate
et
n
o
n
de
plaga.
」。
同
様
にN
r.114
,270
u
.
a.
。
裁
判
官
は
、
陪
審
の
意
見
表
明
を
厳
密
に
試
験
す
る
権
利
を
有
し
た
。
彼
ら
が
疑
念
を
も
っ
た
場
合
、
裁
判
官
は
そ
れ
ら
を
そ
の
修
正
や
変
更
に
た
め
陪
審
に
差
し
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
に
属
す
る
懲
戒
権
に
よ
り
、
裁
判
官
は
職
務
怠
慢
、
誤
っ
た
回
答
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
柄
の
た
め
に
、
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
、
ヴ
ィ
ル
及
び
陪
審
に
対
し
て
罰
を
課
す
こ
と
が
で
き
た
（
１
）
。
（
１
）M
aitland,N
r.44
「
全
員
で
悪
く
答
え
る
陪
審
員
ら
は
、
処
罰
さ
る
べ
しad
iudici-
u
m
dejuratoribus,quiin
o
m
nibus
m
ale
respondent.
」。N
r.
351
〔
N
r.
357
〕
「
自
分
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
に
つ
き
何
を
答
え
る
べ
き
か
分
か
ら
な
か
っ
た
陪
審
員
ら
の
話loquendum
dejuratoribusqui
n
escive-runt
aliquid
respondere
d
e
hundredo
su
o
.
」。
犯
罪
事
実
の
不
告
知
・
隠
蔽
co
n
cealm
ent
等
を
理
由
と
す
る
数
多
く
の
刑
事
処
分
。
陪
審
の
報
告
が
嫌
疑
を
否
認
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
訴
訟
手
続
の
停
止
を
、
通
例
の
書
式
で
、
即
ち
etideo
inde
quietus
〔
し
た
が
っ
て
、
そ
の
者
は
そ
れ
に
つ
き
釈
放
〕
で
決
定
し
、
被
疑
者
を
保
証
人
付
か
保
証
人
な
し
に
釈
放
し
た
。
嫌
疑
を
表
明
す
る
評
決
（indictam
entum
,praesentatio
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
今
や
被
疑
者
に
対
す
る
さ
ら
に
進
ん
だ
刑
事
訴
訟
手
続
の
基
礎
を
な
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
よ
う
なindictatus
、praesentatus
、rettatus
〔
告
訴
・
告
発
さ
れ
〕
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。
告
発
に
正
式
の
起
訴
が
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
そ
れ
は
国
王
の
名
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
告
発
陪
審
そ
の
も
の
が
公
訴
人
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
告
発
訴
訟
手
続
は
、
カ
ノ
ン
法
の
審
問Inquisitio
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
記
述
が
そ
の
影
響
下
で
成
立
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
カ
ノ
ン
法
学
者
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
公
の
世
評fam
a
publica
に
基
礎
づ
四
一
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（27）
け
ら
れ
た
悪
評diffam
atio
は
、
裁
判
官
に
刑
事
訴
追
す
る
権
利
を
与
え
た
よ
う
に
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
よ
れ
ば
、
隣
人
の
世
評fam
a
patriae
即
ち
告
発
陪
審
の
意
見
表
明
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
嫌
疑
が
そ
れ
を
与
え
た
。
そ
し
て
彼
が
、
世
評
fam
a
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
世
評
が
悪
意
と
中
傷
を
な
す
人
か
ら
で
は
な
く
慎
重
で
信
頼
の
置
け
る
人
か
ら
（n
o
n
a
m
alevolis
et
m
aledicis
sed
a
p
ro
vidis
etfide-
dignis
personis
）
発
生
し
、
一
度
な
ら
ず
繰
り
返
し
訴
え
が
起
こ
り
、
悪
評
が
明
白
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（n
o
n
sem
el
sed
saepius,quod
clam
orinnu-
it
etdiffam
atio
m
anifestat
）
を
強
調
す
る
場
合
（
１
）
、
彼
は
イ
ノ
セ
ン
ト
三
世
が
そ
の
意
見
で
、
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
審
問
の
前
提
と
し
て
命
令
し
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
逐
語
的
に
繰
り
返
す
（
２
）
。
告
発
陪
審
が
知
っ
た
情
報
源
に
関
し
て
告
発
陪
審
に
尋
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
種
の
世
評
の
審
問inquisitio
fam
ae
を
行
な
う
裁
判
官
の
義
務
と
同
様
、
嫌
疑
を
晴
ら
す
責
任
を
負
う
悪
評
あ
る
人
物
の
義
務
も
ま
た
カ
ノ
ン
法
を
指
示
し
て
い
る
（
３
）
。
（
１
）Bracton,
c.22
1
〔=ii,403
,404
〕,d
e
indictam
entisperfam
am
patriae
ex
su
s-
pitione
〔
隣
人
の
世
評
と
嫌
疑
に
よ
る
正
式
起
訴
〕.Fleta,I,34
39
,40
を
参
照
。
（
２
）c.17
,24
X
d
e
accu
s
5
,1
.
（
３
）Bracton,
c.22
2
〔=ii,404
〕.
提
起
さ
れ
た
正
式
起
訴
に
基
づ
く
巡
察
裁
判
官
の
面
前
の
審
理
は
、
被
疑
者
と
被
告
人
が
出
席
し
て
い
た
の
か
否
か
に
依
拠
し
た
。
彼
が
逃
げ
去
っ
た
か
、
召
喚
状
に
よ
っ
て
も
拘
留
状
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
単
に
非
常
に
鈍
重
で
時
間
の
か
か
る
法
喪
失
宣
告
訴
訟
手
続
が
州
裁
判
所
の
面
前
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
は
こ
こ
で
は
詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
１
）
。
被
告
人
が
出
席
し
て
い
る
の
は
、
彼
が
拘
禁
か
ら
拘
引
さ
れ
る
か
、
本
人
自
ら
出
頭
す
る
か
、
雇
わ
れ
て
い
る
か
同
じ
家
に
属
す
る
か
保
護
さ
れ
て
い
る
（in
m
an
upastu
）
人
に
よ
っ
て
そ
の
場
所
に
も
た
ら
さ
れ
る
か
し
た
場
合
で
あ
る
【
１
】
。
（
１
）
法
喪
失
宣
告U
tlagatio
に
つ
い
て
は：
Bracton,
c.12
-14
〔ii,356
-378
〕;Fleta,
I,27
,28
。
【
訳
注
１
】m
an
upastus,
m
ainpast
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
沢
田
裕
治
「
十
三
、
四
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
土
地
保
有
と
共
同
体
―H
alesow
en
村
の
研
究
―
」、
『
早
稲
田
法
学
会
誌
』
第
三
七
号
、
一
九
八
七
年
、
五
九
―
八
八
頁
を
参
照
。
た
と
え
被
告
人
に
そ
の
防
御
の
準
備
の
た
め
に
適
当
な
期
間
が
彼
の
要
求
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
も
、
被
告
人
に
は
正
式
起
訴
の
内
容
が
教
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
１
）
。
四
二
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（28）
（
１
）Britton,I,5
2
に
よ
れ
ば
十
五
日
。
被
告
人
は
、
告
発
に
一
定
の
答
え
を
す
る
法
的
な
義
務
が
あ
る
。
単
な
る
黙
秘
な
い
し
回
答
の
拒
否
な
い
し
不
十
分
な
陳
述
は
、
重
大
な
不
利
益
を
生
む
結
果
と
な
っ
た
。
被
告
人
の
こ
の
義
務
は
一
身
専
属
的
で
あ
る
。
代
理
も
訴
訟
補
助
人
や
弁
護
人
の
立
会
い
も
彼
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
名
に
お
い
て
告
発
が
提
起
さ
れ
た
国
王
に
対
し
て
は
一
般
に
弁
護
士
の
立
会
い
は
排
除
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
１
）
。
私
訴
追
に
基
づ
く
訴
訟
手
続
で
は
別
で
あ
る
。
そ
れ
は
被
告
人
に
と
っ
て
非
常
に
極
度
に
苛
酷
な
処
置
が
片
付
け
ら
れ
る
ま
で
数
世
紀
間
続
い
た
（
２
）
。（
１
）
後
で
取
り
扱
わ
れ
るYearbook
A
nh.530
〔A
.J.H
orw
ood,
（ed.
）,YearBooks
of
the
Regin
ofK
ing
Edward
the
First,1863
,A
ppendix
II,p.530
〕
の
訴
訟
事
件
で
、
裁
判
官
は
被
告
人
に
次
の
よ
う
に
言
う：
「
汝
ら
は
国
王
が
こ
の
事
件
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
―
し
た
が
っ
て
国
王
に
反
対
し
て
会
議
を
開
く
権
利
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
るV
os
d
ebetis
scire,quod
R
ex
estpars
in
casu
isto
―
et
iura
n
o
n
patiunturquod
habeatis
co
n
silium
co
ntra
R
egem
.
」
と
。
（
２
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
の
制
定
法
に
よ
っ
て
初
め
て
一
六
九
六
年
か
ら
大
逆
罪
事
件
に
お
い
て
被
告
人
に
弁
護
士
に
よ
る
防
御
が
許
可
さ
れ
た
。
被
告
人
が
裁
判
所
の
面
前
で
自
分
に
罪
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
場
合
、
そ
の
先
の
審
理
は
必
要
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
自
白
に
基
づ
き
有
罪
判
決
を
発
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
共
犯
者
そ
の
他
の
犯
罪
者
を
告
発
し
有
罪
証
明
を
行
な
う
義
務
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
共
犯
者
告
発
人Probator
と
し
て
出
廷
す
る
こ
と
が
彼
に
認
め
ら
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
（
そ
れ
に
関
し
て
は
後
述S.
62
）。
被
告
人
が
無
罪
を
言
明
す
る
場
合
（
そ
し
て
そ
れ
は
通
常
の
形
式：
「
Ｎ
が
出
廷
し
、
総
て
の
重
罪
と
国
王
の
平
和
破
壊
及
び
国
王
の
平
和
に
反
す
る
一
切
を
否
認
す
る
N
v
enit
etdefendit
o
m
n
em
feloniam
etpace
dom
.R
egis
infractam
etquidquid
est
co
ntra
pecem
dom
.R
egis
」
も
し
く
は
類
似
の
言
葉
で
登
録
さ
れ
て
い
た
（
１
）
が
）、
裁
判
官
は
彼
に
「
い
か
に
し
て
汝
は
そ
の
嫌
疑
を
晴
ら
す
の
かquom
odo
se
v
ult
inde
acquietare
」
と
尋
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
時
に
、
被
告
人
は
そ
の
嫌
疑
を
晴
ら
す
た
め
に
法
的
に
許
さ
れ
た
無
罪
の
証
明
と
防
御
の
証
明
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
１
）Bracton,
c.19
6
〔=ii,390
〕.Fleta,I,34
1
.
M
aitland
の
も
と
で
も
数
多
く
の
実
例
。
後
に
は
n
otguilty
〔
有
罪
に
あ
ら
ず
〕
で
は
な
く
単
純
なnient
（
な
い
し
rien
）
の
言
明
で
十
分
で
あ
っ
た
。
十
三
世
紀
の
初
め
ま
で
告
発
訴
訟
手
続
で
は
、
古
来
よ
り
、
こ
の
無
罪
の
証
明
は
、
水
か
鉄
の
神
判
に
（
必
要
と
あ
ら
ば
無
罪
宣
誓
の
履
行
と
結
び
付
け
て
）
服
四
三
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（29）
（30）
す
る
こ
と
を
そ
の
本
質
と
し
て
い
た
（
１
）
。
そ
し
て
こ
の
制
度
は
、
教
会
が
神
判
を
承
認
し
、
そ
の
組
織
に
よ
っ
て
そ
の
取
り
扱
い
に
関
与
し
た
限
り
維
持
さ
れ
た
（
２
）
。
し
か
し
こ
れ
は
、
教
会
が
一
二
一
六
年
の
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
結
果
、
神
判
の
不
同
意
を
表
明
し
、
そ
の
際
の
教
会
の
協
力
を
禁
止
し
て
以
来
、
変
化
し
た
（
３
）
。
な
る
ほ
ど
、
決
闘
、
即
ち
私
訴
追
訴
訟
手
続
に
お
け
る
通
常
の
有
罪
証
明
方
法
か
つ
防
御
方
法
は
、
ノ
ル
マ
ン
人
の
支
配
階
級
の
法
意
識
に
非
常
に
深
く
根
ざ
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
は
撲
滅
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
神
判
に
関
し
て
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
の
規
定
は
、
国
王
ジ
ョ
ン
の
統
治
の
脆
弱
さ
の
結
果
と
し
て
こ
の
国
が
教
会
の
首
長
に
一
種
の
レ
ー
エ
ン
法
的
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
に
、
そ
れ
だ
け
一
層
簡
単
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
服
従
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
神
判
は
迅
速
に
法
的
慣
行
か
ら
消
滅
し
た
（
４
）【
１
】
。
（
１
）
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
・
ア
サ
イ
ズA
ssisen
v
o
n
Clarendon
（
一
一
六
六
年
）
と
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
・
ア
サ
イ
ズN
ortham
pton
（
一
一
七
六
年
）
に
し
た
が
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
。
（
２
）L.O
w
en
Pike,Crim
e
in
E
ngland,Lond.1873
,I
,52
-55
,204
に
お
け
る
こ
の
点
に
関
す
る
興
味
深
い
報
告
を
参
照
。
（
３
）c.9
X
d
e
clericis
3
,50;c
.3
X
d
e
purg.
v
ulg.5
,35
.
（
４
）M
aitland,N
r.383
で
は
、
水
審iudicium
aquae
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
訴
訟
事
件
は
、
た
ぶ
ん
一
二
〇
六
年
よ
り
前
の
時
代
に
属
す
る
。B
racton,
c
.
16
3
〔=ii,
383
,
384
〕
で
も
ま
た
、
と
き
お
り
水
審
と
火
審
に
よ
る
嫌
疑
浄
化
purgatio
iudicio
aquae
etignis
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
明
ら
か
に
歴
史
的
な
過
去
と
し
て
で
あ
る
。
【
訳
注
１
】
小
山
貞
夫
「
陪
審
制
と
職
権
的
糾
問
手
続
へ
の
史
的
岐
路
―
英
米
法
と
大
陸
法
に
つ
い
て
の
一
つ
の
覚
え
書
―
」『
絶
対
王
政
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
制
史
抄
説
』
創
文
社
、
一
九
九
二
年
、
所
収
を
参
照
。
神
判
の
除
去
は
、
こ
れ
ま
で
の
証
明
制
度
に
ゆ
ゆ
し
い
欠
陥
を
引
き
起
こ
し
、
訴
訟
に
少
な
か
ら
ざ
る
困
惑
を
与
え
た
。
そ
れ
は
ま
た
巡
察
に
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
巡
察
裁
判
官
に
国
王
評
議
会
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
一
二
一
九
年
一
月
二
九
日
の
指
示
を
反
映
す
る
。
教
会
の
神
判
禁
止
に
関
し
て
、
裁
判
官
は
犯
罪
の
重
さ
が
異
な
る
の
に
応
じ
て
処
置
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
最
も
重
い
犯
罪
（
殺
人
、
強
盗
、
放
火
が
言
及
さ
れ
て
い
る
）
を
理
由
と
す
る
被
告
人
は
、
安
全
な
監
獄
に
投
獄
さ
れ
、
拘
禁
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
位
の
犯
罪
を
理
由
と
す
る
容
疑
者
は
、
退
国
宣
誓
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
低
の
違
反
の
場
合
は
、
平
和
の
保
証
の
定
立
で
十
分
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
命
令
は
、
単
に
差
し
迫
る
巡
察
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
明
示
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
総
て
の
こ
と
が
不
明
確
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
被
告
人
の
有
罪
無
罪
が
確
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
同
様
に
拘
四
四
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（31）
禁
中
の
囚
人
に
さ
ら
に
何
が
起
こ
る
か
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
明
ら
か
に
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
疑
念
が
抱
か
れ
た
の
で
、
そ
の
詳
細
を
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
た
（
１
）【
１
】
。
（
１
）
そ
の
発
布
はRym
er,Foedera,I,1
,S
.154
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
既
に
よ
り
早
く
Sir
Edw
ard
C
oke,
R
eports
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。B
iener,
E
ngl.
G
eschworenengericht, II,
231
も
ま
た
そ
れ
を
繰
り
返
し
与
え
る
。Quia
dubita-
tum
fuit?
quo
iudicio
deducendi
su
ntilli,qui
rectati
su
ntde
latrocinio,
m
u
rdro
incendio
ethis
sim
ilibus,
cu
m
prohibitum
sitper
ecclesiam
R
om
anam
iudicium
ignis
ex
aquae,provisum
est
ad
p
raesen
s,
utin
hoc
itinere
sic
fiatde
rectatis
de
huiusm
odo
ex
cessibus;
videlicetquod
illiqui
rectati
su
ntde
crim
inibuspraedic-
tis
m
ajoribus?
teneanturin
prisona
n
o
stra
et
salvo
cu
stodiantur
etc.
Cum
igitur
nihil
certius
providerit?
n
o
strum
co
n
silium
ad
praesens,
relinquim
usdiscretioni
v
estrae
hunc
o
rdinem
praedictum
observandem
in
hoc
itinere
v
estro.
「
強
盗
、
謀
殺
、
放
火
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
た
者
は
、
火
審
と
水
審
の
神
判
が
ロ
ー
マ
教
会
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
以
来
、
い
か
な
る
審
理
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
べ
き
か
が
、〔
汝
ら
の
巡
察
の
開
始
前
に
は
〕
不
確
か
で
あ
り
、
明
確
に
決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
当
分
の
間
、
こ
の
種
の
非
行
に
よ
る
被
告
人
に
つ
き
、
こ
の
巡
察
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
我
が
評
議
会
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
即
ち
、
前
述
の
よ
り
重
大
な
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
、〔
そ
の
起
訴
さ
れ
た
事
項
に
つ
き
有
罪
で
あ
る
と
の
容
疑
が
も
た
れ
、
ま
た
彼
ら
が
退
国
宣
誓
を
許
さ
れ
た
場
合
に
、
な
お
そ
の
後
に
悪
行
を
な
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
、〕
我
が
監
獄
に
収
容
さ
れ
、
監
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。〔
し
た
が
っ
て
、
我
が
監
獄
に
い
る
機
会
に
生
命
も
し
く
は
四
肢
を
失
う
危
険
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
中
位
の
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
火
審
か
水
審
の
神
判
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
者
で
あ
っ
て
、
退
国
宣
誓
を
な
し
そ
の
後
に
悪
行
を
な
す
お
そ
れ
の
な
い
者
は
、
退
国
宣
誓
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
軽
い
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
、
害
悪
の
容
疑
の
な
い
者
は
、
彼
ら
に
そ
の
身
元
を
保
証
し
我
が
平
和
の
遵
守
を
保
証
す
る
安
全
確
実
な
保
証
人
を
見
つ
け
さ
せ
、
し
か
る
後
に
、
我
が
国
土
に
お
い
て
釈
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
〕。
し
た
が
っ
て
、〔
こ
の
点
で
〕
我
が
評
議
会
で
は
当
分
の
間
何
も
確
実
に
は
規
定
し
な
い
の
で
、
汝
ら
の
こ
の
巡
察
に
お
い
て
前
述
の
こ
の
命
令
を
遵
守
す
る
こ
と
を
、〔
汝
ら
、
人
格
と
不
法
の
形
式
及
び
そ
れ
ら
の
事
物
の
真
理
を
よ
り
よ
く
認
識
で
き
る
人
が
、
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
汝
ら
の
裁
量
と
良
心
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
に
〕
汝
ら
の
裁
量
に
委
ね
た
。Quia
dubitatum
fuit
et
n
o
n
determ
inatum
ante
incepcionem
itineris
v
estriquojudicio
deducendi
su
ntilli,qui
rettati
su
ntde
latrocinio,
m
u
rdro,incendio,
ethis
sim
-
ilibus,
cu
m
prohibitum
sitper
ecclesiam
R
om
anam
judicium
ignis
et
aqua;pro-
visum
est
a
co
n
silio
n
o
stro
ad
p
resen
s
utin
hoc
itinere
v
estro,
sic
fietde
rettatis
de
hujusmodi
ex
cessibus,
videlicet,quod
illiqui
rettati
su
ntde
crim
inibus
pre-
dictis
m
ajoribus,
etd
e
eishabeatur
su
spicio
quod
culpabiles
sintde
eo
u
nde
ret-
四
五
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
tati
su
nt,de
quibus
etiam
,licet
regnum
n
o
strum
abjurarent,
adhuc
su
scipio
esset
quod
postea
m
alefacerent,teneanturin
prisona
n
o
stra,
et
salvo
cu
stodiantur;ita
quod
n
o
n
incurrantperculum
vite
v
el
m
em
brorum
o
ccasione
prisone
n
o
stre.
Illi,
v
ero
qui
m
ediis
crim
inibus
rettatifuerint,
etquibus
co
m
peteretjudicium
ignis
v
el
aque,
si
n
o
n
essetp
rohibitum
,
etde
quibus,
si
regnum
n
o
strum
abjurent,
n
ulla
fueritpostea
m
alefaciendi
su
spicio,
regnum
n
o
strum
abjurent.
Illi,
v
ero
,
qui
m
inoribus
rettatifuerint
crim
inibus,
n
ec
de
eisfuerit
m
ali
su
spicio,
salvos
et
secu
ro
splegiosinveniantde
fidelitate
etpace
n
o
stra
co
n
serv
anda,
etdim
ittantur
in
terra
n
o
stra.
Cum
igitur
nichil
certius
provideritin
hac
parte
co
n
silium
n
o
s-
trum
ad
presens,
relinquim
us
discrecioni
v
estre
hunc
o
rdinem
predictum
obser-
v
andum
,in
hoc
itinere
v
estro;
utquipersonas
hom
inum
,fo
rm
am
delicti,
et
ipsarum
reru
m
v
eritatem
,
m
elius
cognoscere
p
oteritis,h
o
c
o
rdine,
secu
ndum
discreciones
et
co
n
sciencias
v
estras,in
hujusmodiprocedatis.
〔Patent
Rolls,
1216
-1225
,186
〕」
【
訳
注
１
】T.F.T.Plucknett,A
C
o
n
cise
H
istory
of
the
Com
m
on
L
a
w
,5th
ed.1956
,
pp.
118
,
119
.
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
著
、
伊
藤
正
巳
監
修
、
イ
ギ
リ
ス
法
研
究
会
訳
『
イ
ギ
リ
ス
法
制
史
　
総
説
篇
上
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
、
二
一
〇
―
二
一
三
頁
を
参
照
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
神
判
に
取
っ
て
代
わ
り
、
刑
事
訴
訟
手
続
の
制
度
に
新
し
い
証
明
方
法
を
接
合
す
る
方
法
が
見
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
有
罪
認
定
を
裁
決
す
る
の
に
神
判
よ
り
も
一
層
適
し
て
い
た
。
民
事
訴
訟
で
は
争
わ
れ
る
事
実
の
裁
決
に
陪
審
員
に
よ
る
審
問
を
用
い
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
好
ま
れ
、
関
与
す
る
人
民
仲
間
の
法
意
識
に
順
応
し
た
。
刑
事
訴
訟
手
続
で
も
こ
の
制
度
が
利
用
さ
れ
始
め
、
し
か
も
何
よ
り
も
ま
ず
主
張
さ
れ
た
抗
弁
そ
の
他
の
浮
上
す
る
中
間
点
の
確
定
が
陪
審
に
よ
っ
て
裁
決
さ
れ
始
め
た
。
被
告
人
自
身
が
そ
れ
に
服
し
た
場
合
、「
被
告
人
は
有
罪
か
否
かan
sitindictatus
cul-
pabilis
n
ec
n
e
」
と
い
う
問
い
を
ま
た
同
様
に
共
同
体
仲
間
の
全
体
証
拠
に
よ
る
そ
う
し
た
審
問
の
一
つ
に
提
出
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
か
？
　
既
に
一
二
一
九
年
よ
り
も
前
に
容
疑
者
が
私
訴
追
訴
訟
手
続
に
お
け
る
と
同
様
に
告
発
訴
訟
手
続
に
お
い
て
も
ま
た
金
銭
の
提
供
と
引
き
換
え
に
国
王
の
大
法
官
府
に
対
し
て
審
問
を
開
く
た
め
の
令
状
（breve
pro
habenda
inquisitione
）
を
請
い
求
め
、
承
認
を
手
に
入
れ
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
有
罪
認
定
が
裁
決
し
た
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
（
１
）
。
そ
し
て
一
二
二
一
年
の
グ
ロ
ス
タ
開
廷
期
の
審
理
も
ま
た
そ
の
同
じ
訴
訟
手
続
の
実
例
を
提
供
す
る
。
例
え
ば
そ
の
報
告
で
「
告
発
さ
れ
た
Ｍ
は
――
有
罪
か
否
か
の
審
問
を
開
く
た
め
に
国
王
に
二
マ
ー
ク
を
与
え
る
――
M
.qui
rettatusfuit
――datR
egi2M
.pro
habenda
inquisitione
an
sit
culpabilis
n
ec
n
e
――
、
と
言
わ
れ
る
場
合
、
裁
判
官
は
こ
の
提
供
を
保
証
人
の
定
の
下
に
受
け
取
り
、
有
罪
認
定
に
関
し
陪
審
に
委
ね
る
の
に
何
ら
疑
念
を
抱
か
な
か
っ
た
（
２
）
。
四
六
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（32）
裁
判
官
は
ま
た
、
そ
の
処
置
を
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
第
二
六
条
﹇
第
三
六
条
﹈
の
規
定：
「
生
命
あ
る
い
は
四
肢
に
関
す
る
審
査
令
状
の
対
価
と
し
て
、
今
後
、
何
物
も
支
払
わ
れ
、
あ
る
い
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
無
償
で
付
与
さ
れ
る
も
の
と
し
、
拒
否
さ
れ
て
は
な
ら
な
いnildetur
n
ec
capiatur
de
cetero
p
ro
breviinquisitionis
de
vita
et
m
em
bris,
sed
gratis
co
n
cedatur
et
n
o
n
n
egetur
」
――
と
矛
盾
し
な
い
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
後
の
時
代
と
同
様
に
当
時
の
支
配
的
な
見
解
は
、
こ
の
規
定
を
有
罪
認
定
に
関
す
る
一
般
的
な
審
問
の
許
可
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
単
に
違
法
な
被
逮
捕
者
の
拘
禁
か
ら
の
仮
釈
放
を
目
的
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
周
知
の
憎
悪
と
悪
意
に
関
す
る
令
状
〔
拘
禁
理
由
審
査
令
状
〕breve
de
odio
et
atia
に
関
連
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
（
１
）【
１
】
。
し
か
し
ま
た
裁
判
官
は
、
刑
事
被
告
人
が
金
銭
の
提
供
な
し
に
か
つ
国
王
の
令
状
の
発
給
な
し
に
直
ち
に
正
式
起
訴
に
答
え
る
際
に
隣
人
の
陪
審
の
裁
決
に
自
ら
を
委
ね
、
そ
の
善
性
と
悪
性
に
関
す
る
審
問
（de
bono
et
m
alo
の
審
問
）
に
服
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
以
前
言
及
し
た
集
成
に
お
い
て
、
我
々
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
有
罪
認
定
の
裁
決
の
た
め
に
許
可
さ
れ
た
数
多
く
の
訴
訟
事
件
に
出
会
う
。
即
ち
、「
Ｎ
・
Ｎ
は
出
廷
し
、
総
て
を
否
認
し
、
自
ら
を
善
性
と
悪
性
に
関
す
る
隣
人
の
陪
審
に
委
ね
るN
.N
.
v
e
niunt
et
defendant
totum
et
ponunt
se
super
patriam
de
bone
et
m
alo
」
――
ま
た
は
「
自
ら
を
十
二
名
の
陪
審
の
評
決
に
委
ね
る
、
隣
人
に
委
ね
る
、
陪
審
に
委
ね
るponunt
se
super
v
ere-
dictum
X
IIjuratorum,
super
visnetm
,
superjuratam
」
等
が
そ
れ
で
あ
る
（
２
）【
２
】
。
（
１
）
詳
細
は
、Brunner,Entstehung
derSchwurgerichte,469
ff.;Biener,III,186
ff.
。
（
２
）M
aitland,N
r.52
、
さ
ら
にN
r.284
,436
等
々
。
（
３
）Bracton,
c.5
3
,
c
.8
6
ff.
〔=ii,343;ii,346
ff.
〕
最
初
に
考
え
ら
れ
た
箇
所
で
、
彼
は
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
言
及
の
と
こ
ろ
に
注
目
す
る
。
即
ち
、「
こ
の
種
の
審
問
を
な
す
た
め
の
令
状
は
、
自
由
の
憲
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
無
償
で
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
審
問
は
、
誰
に
対
し
て
も
実
施
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
獄
中
に
あ
る
人
に
対
し
て
の
み
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
るEt
breve
de
tali
inquisitione
facienda
gratisdebet
co
n
cediquod
videripoteritin
Charta
de
libertatibus
et
n
o
n
eritde
aliquibus(l.
aliis)
inquisitio
facienda,
nisi
tantum
m
odo
de
illis,qui
fueruntin
prisona.
」
【
３
】
。
そ
こ
か
ら
、
実
際
に
は
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
は
、
憎
悪
と
悪
意
に
関
す
る
令
状breve
de
odio
et
atia
に
よ
っ
て
の
み
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
私
は
し
た
が
っ
て
ま
たB
runner,
473
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
見
解
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
４
）M
aitland,N
r.22
,74
,100
,251
,289
,336
,343
,416
等
々
。
【
訳
注
１
】D
e
odio
et
atia
に
つ
い
て
は
、Early
R
egisters
ofW
rits,
edited
by
Elsa
de
H
aas
and
G
.D
.G
.H
all,Selden
Soc.,
v
ol.87
,1987
,p
.190；
N
aom
iD
.H
u
rn
ard,
The
K
ing
,sP
a
rdonforH
om
icide
Berore
A.D
.1307
,(London,1969),A
pendix
I,
pp.
339
-374;
マ
ッ
ケ
ク
ニ
著
、
禿
氏
好
文
訳
『
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
』、
三
八
一
―
三
四
七
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（33）
九
〇
頁
を
参
照
。
【
訳
注
２
】D
e
bono
et
m
alo
に
つ
い
て
は
、Early
R
egisters
ofW
rits,p.
194;R
.B
.
Pugh,
The
W
ritD
E
BO
N
O
ET
M
A
LO
,
,The
L
a
w
Quarterly
Review
,
v
ol.
92
,
1976
,pp.
258
-267;Leona
C.G
abel,Benefit
ofClergy
in
England
In
the
Later
M
iddle
Ages,
（1928
-1929
,N
ew
Y
o
rk
,
repr.1969
）,pp.130
-133
を
参
照
。
【
訳
注
３
】
ソ
ー
ン
編
集
版
で
は
次
の
通
り
。Etbreve
de
taliinquisitione
facienda
gratis
debet
co
n
cede,
secu
ndum
quod
videripoteritin
carta
de
libertatibus.
E
t
n
o
n
eritde
aliquibusinquisition
facienda
nisitantum
m
odo
de
illisquifueruntin
prisona.
こ
の
よ
う
に
し
て
一
定
の
初
期
の
動
揺
も
認
め
ら
れ
ず
に
、
被
告
人
は
告
発
訴
訟
手
続
に
お
い
て
も
ま
た
、
そ
の
防
御
の
た
め
に
隣
人
の
陪
審
の
裁
決
に
訴
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
原
則
、
既
に
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
が
現
行
の
自
国
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
し
て
叙
述
す
る
こ
と
が
で
き
た
命
題
が
確
立
し
た
。
で
は
被
告
人
が
そ
れ
に
訴
え
た
隣
人
の
陪
審
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
？
　
そ
れ
は
告
発
を
決
定
し
た
同
じ
陪
審
だ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
an
sit
culpa-
bilis
〔
有
罪
か
ど
う
か
〕
の
問
題
に
関
し
て
は
第
二
の
新
し
い
陪
審
が
召
喚
さ
れ
た
の
か
？
　
周
知
の
よ
う
に
そ
れ
は
一
つ
の
論
争
点
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
見
解
は
分
か
れ
て
い
る
（
１
）
。
し
か
し
も
し
史
料
証
拠
を
検
討
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
よ
り
前
の
時
代
に
関
し
て
、
最
初
の
二
者
択
一
に
つ
い
て
意
見
が
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ビ
ー
ナ
ーB
iener
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
一
一
九
八
年
、
一
二
〇
三
年
、
一
二
〇
七
年
及
び
一
二
二
六
年
の
訴
訟
事
件
（
２
）
も
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
集
成
に
含
ま
れ
る
一
二
二
一
年
の
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
隣
人
に
訴
え
た
際
、
新
し
い
陪
審
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
賛
成
す
る
拠
り
所
を
与
え
な
い
。
有
責
性
に
関
す
る
判
決
言
い
渡
し
の
権
限
も
ま
た
帰
属
し
た
の
は
、
む
し
ろ
正
式
起
訴
を
決
定
し
た
同
じ
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
陪
審
で
あ
っ
た
。
も
し
裁
判
官
が
若
干
の
訴
訟
事
件
に
お
い
て
、
職
務
を
行
な
う
陪
審
と
並
ん
で
さ
ら
に
隣
接
ヴ
ィ
ル
の
代
表
あ
る
い
は
ま
た
隣
接
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
陪
審
あ
る
い
は
州
か
ら
の
そ
の
他
信
頼
の
お
け
る
人
々
を
二
次
的
に
召
喚
し
、
彼
ら
に
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
絶
対
に
危
険
を
冒
さ
な
い
よ
う
に
、
か
つ
陪
審
の
評
決
を
あ
る
程
度
ま
で
よ
り
大
き
い
範
囲
の
隣
人
団
体
に
よ
っ
て
確
証
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
（
３
）
。
（
１
）Stephen,H
ist.
ofC
rim
.law.,Bd.I
,258
.
M
aitland,X
LIII.
（
２
）Biener,Engl.G
eschworengericht,III,186
ff.
（
３
）M
aitland,N
r.213
,228
,330
等
々
。
そ
の
通
例
の
書
式
の
内
容
は
こ
う
で
あ
る：
「
そ
し
て
ま
たH
.de
W
.
とH
.de
B
.
の
両
村
と
Ｔ
村
は
云
々
と
陳
述
す
る,
,et
villatae
de
H
.de
W
.
etB
.
etde
T.item
dicunt
.
」。N
r.101
で
は
六
村
区
が
関
係
し
、「
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ら
は
陪
審
員
に
関
し
て
陳
述
す
る
,
,hoc
idem
dicunt
quod
iuratores
.
」。
―
　
「
コ
ロ
ナ
ー
及
び
州
の
そ
の
他
全
員
,
,co
ro
n
atores
et
o
m
n
es
四
八
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（34）
aliide
co
m
itatu
」
の
関
与
も
ま
た
、
時
折
言
及
さ
れ
る
。V
illata
の
意
味
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
ド
イ
ツ
の
参
審
制
の
「
状
況
U
m
stand
」
と
比
較
す
る
ビ
ー
ナ
ーBiener,III,
199
の
試
み
は
私
に
は
目
的
を
達
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
明
確
さ
の
乏
し
く
、
少
な
い
叙
述
か
ら
、『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は
、
隣
人
の
世
評
に
よ
る
訴
訟
手
続das
V
erfahren
perfam
am
patriae
（
彼
が
そ
う
名
づ
け
る
の
だ
が
）
に
関
し
、
確
実
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
問
題
に
つ
い
て
彼
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
述
べ
る
（
１
）
。
何
と
い
っ
て
も
、
若
干
の
理
由
は
、
彼
も
ま
た
支
配
的
な
見
解
に
賛
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
真
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
正
式
起
訴
さ
れ
た
人
の
有
責
性
を
十
二
名
の
陪
審
及
び
四
村
が
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
ど
こ
か
ら
そ
の
十
二
名
が
選
び
取
ら
れ
た
か
、『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は
述
べ
な
い
。
し
か
し
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は
、
裁
判
官
に
嫌
疑
の
基
礎
を
提
供
し
た
源
に
つ
い
て
単
に
陪
審
に
尋
問
す
る
こ
と
を
裁
判
官
の
義
務
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
憎
悪
、
私
利
の
た
め
及
び
類
似
の
理
由
か
ら
被
告
人
に
嫌
疑
あ
り
と
宣
告
し
た
そ
の
陪
審
及
び
村
落
共
同
体
を
分
離
す
る
こ
と
も
ま
た
裁
判
官
の
義
務
と
し
た
（
２
）
。
こ
れ
ま
で
別
の
陪
審
は
話
題
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
た
だ
、
そ
の
正
式
起
訴
に
お
い
て
隣
人
の
世
評fam
a
patriae
を
証
言
し
て
き
た
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
陪
審
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
お
以
下
の
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。
も
し
十
二
名
の
陪
審
と
村
落
共
同
体
が
並
ん
で
存
在
す
る
場
合
、『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
後
者
の
構
成
員
は
特
別
な
宣
誓
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
陪
審
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
（
３
）
。
こ
の
異
な
る
取
り
扱
い
は
、
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
陪
審
員
た
ち
が
既
に
開
廷
の
際
に
宣
誓
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
が
有
責
性
の
確
定
の
際
に
も
ま
た
も
う
一
度
行
な
わ
れ
た
宣
誓
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
だ
け
説
明
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
も
ま
た
、
告
発
陪
審
を
有
罪
認
定
の
問
題
の
際
に
協
力
す
る
も
の
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
１
）B
racton,
c.22
.
〔=ii,403
-406
〕
（
２
）B
racton,
c.22
,
3
.
〔=ii,405
〕
「
裁
判
官
は
、
被
告
人
に
、
十
二
名
の
陪
審
員
の
中
に
誰
か
疑
念
の
あ
る
者
が
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
そ
の
者
を
忌
避
で
き
る
こ
と
を
告
知
す
べ
し
。
ま
た
村
落
共
同
体
の
陪
審
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
べ
し
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
は
陪
審
員
の
幾
人
か
と
被
告
人
の
間
に
致
命
的
な
敵
意
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
云
々Justiciarius
dicat
indictato
quod
si
aliquem
e
x
﹇duodecim
﹈juratoribus
su
spectum
habeatillum
ju
sta
ratione
am
o
v
eat
etidem
illud
dicaturde
villatis
ut
si
capitals
inim
icitiae
fuerint
inter
aliquem
ipsorum
etindictatum
u
sw
.
」。
（
３
）
村
落
共
同
体villata
の
宣
誓
の
内
容
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。﹇ii,
405
﹈：
「
こ
れ
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
、
判
事
殿
。
我
ら
は
神
に
誓
っ
て
、
国
王
に
代
わ
り
我
ら
に
尋
ね
四
九
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
（35）
（36）
ら
れ
し
こ
と
に
つ
き
真
実
を
申
し
述
べ
、
ま
た
い
か
な
る
理
由
か
ら
も
真
実
を
申
し
述
べ
る
の
を
決
し
て
怠
り
ま
せ
ぬ
云
々H
oc
auditisjusticiariiquod
v
eritatem
dice-
m
u
s
d
e
iis
quae
a
n
obis
inquiratis
ex
parte
dom
.R
egis
etpro
nihilo
o
m
m
ittere-
m
u
s,quin
v
eritatem
dicem
us,
sic
n
o
sD
eus
u
sw
.
」
【
１
】
。
【
訳
注
１
】
原
著
の
引
用
は
、
次
に
示
すBracton
の
原
文
と
一
部
相
違
す
る
。
訳
文
は
Bracton
の
原
文
に
即
し
て
訳
出
す
る
。H
oc
a
uditis
iustitiarii
quod
v
e
ritatem
dicem
usde
hoc
quod
a
n
obis
requireis
ex
parte
dom
iniR
egis,
etp
ro
nihilo
o
m
it-
tem
usquin
v
eritatem
dicam
us,
sic
n
o
sdues
adiuvet
etcetera.
け
れ
ど
も
、
二
〇
年
か
三
〇
年
後
に
、『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
よ
れ
ば
、
見
解
に
変
化
が
生
じ
た
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、『
ブ
リ
ト
ン
』
の
叙
述
は
、
告
発
陪
審
が
被
告
人
の
有
責
性
に
関
す
る
評
決
の
際
に
排
除
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
後
者
の
代
表
と
し
て
陪
審
の
召
喚
に
基
づ
き
、
新
し
い
特
別
な
陪
審
が
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
以
外
の
別
の
解
釈
を
ほ
と
ん
ど
許
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
身
体
と
生
命
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
訴
訟
事
件
で
は
、
被
告
人
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
彼
ら
の
告
発
に
よ
っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
全
員
一
致
で
示
さ
れ
た
、
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ
て
、
有
責
性
の
問
題
に
関
し
て
陪
審
の
形
成
に
際
し
て
、
被
告
人
に
対
す
る
告
発
に
関
係
し
た
同
じ
人
々
を
不
審
な
も
の
と
し
て
忌
避
す
る
権
利
を
も
被
告
人
に
与
え
た
陪
審
が
評
決
を
下
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
（
１
）
。
（
１
）Britton
I,5
8
.
二
つ
の
陪
審
の
分
離
、
即
ち
い
わ
ゆ
る
証
明
陪
審B
ew
eisejury
な
い
し
判
決
陪
審U
rteiljury
の
告
発
陪
審R
ugejury
か
ら
の
分
離
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
道
が
拓
か
れ
た
。
両
者
の
分
離
の
完
全
な
実
施
は
、
た
し
か
に
十
四
世
紀
に
初
め
て
行
な
わ
れ
た
。
な
お
さ
ら
に
、
別
の
近
代
化
が
同
じ
時
代
に
生
じ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
有
罪
評
決
の
確
定
の
際
の
村
落
共
同
体
の
排
除
が
そ
れ
で
あ
る
。『
ブ
リ
ト
ン
』
も
後
の
法
律
事
件
も
い
ず
れ
も
隣
人
の
陪
審
を
伴
う
審
理
の
際
に
そ
の
立
会
い
に
言
及
す
る
（
１
）
。
（
１
）B
ritton,I,5
8
.
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
脱
稿
）
﹇
付
記
﹈
い
わ
ゆ
る
大
学
改
革
の
結
果
と
し
て
人
文
学
部
所
属
と
な
り
、
大
川
健
嗣
先
生
に
親
し
く
接
す
る
機
会
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
政
策
論
等
を
担
当
さ
れ
つ
つ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
現
状
分
析
に
一
貫
し
て
力
を
注
が
れ
て
き
た
先
生
は
、
講
五
〇
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
座
や
学
問
分
野
が
異
な
る
私
に
も
温
か
い
目
を
注
い
で
く
だ
さ
っ
た
。
抜
刷
り
を
持
参
し
た
際
、
先
生
の
研
究
の
原
点
を
お
聞
き
し
励
ま
し
を
受
け
た
。
ま
た
新
幹
線
で
偶
然
ご
一
緒
し
た
際
に
は
、
山
形
県
の
農
業
の
現
状
な
ど
有
益
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
山
形
大
学
都
市
・
地
域
学
研
究
所
の
発
足
に
あ
た
っ
て
、
入
所
を
積
極
的
に
勧
め
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
折
に
触
れ
学
問
へ
の
奨
励
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
先
生
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
少
し
で
も
応
え
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
翻
訳
で
あ
る
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
拙
訳
を
も
っ
て
『
大
川
健
嗣
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
１
）
課
題
番
号
１
５
３
２
０
１
０
１
「
イ
ギ
リ
ス
中
・
近
世
史
資
料
の
総
合
的
研
究
―
史
料
分
析
か
ら
歴
史
解
釈
へ
―
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
五
一
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
刑
事
訴
訟
の
研
究
及
び
素
描
（
一
）
―
―
沢
田
